
第一章　原相論

　統一思想はすべての難問題を根本的に解決することによって、人類を永遠に救うために現

れた思想です。ところで、そのような難問題の根本的な解決は、神様の属性に関して正確に、

また十分に理解することによってのみ可能になるのです。

　神様の属性に関する理論が原相論です。ここで「原相」とは、原因的存在である神様の属性

という意味です。神様の属性には形の側面と、性質、性稟、能力などの機能的な側面がありま

す。前者を「神相」といい、後者を「神性」と言います。

　従来のキリスト教やイスラム教においても、神様の属性を様々な表現してきました。すなわち、

全知、全能、遍在性、至善、至美、至真、正義、愛、創造主、審判主などと表現してきました。

統一思想の立場から見ても、このような性稟は神様の属性に違いありません。しかし、神様の

属性をこのようにとらえるだけでは、現実問題の根本的な解決は不可能なのです。

　統一思想から見るとき、従来のこのような神様の属性は神性です。ところが神様にはこのよう

な神性のほかに、より重要な属性があるのであり、それが神相なのです。統一原理でいう「神

様の二性性相」が、まさにそれにあたります。神様の神相と神性を共に、そして正確に理解す

ることによってのみ、人生問題、社会問題、歴史問題、世界問題などの現実問題の根本的な

解決が可能になります。

　統一思想で扱う神様の神相とは、二種類の二性性相（性相と形状、陽性と陰性）と個別相を

いい、神様の神性とは、心情、ロゴス、創造性を言います。本原相論では「原相の内容」という

題目で神相と神性の一つ一つの内容を説明し、「原相の構造」という題目で神相のうち、特に

性相と形状の相互関係を扱うことにします。

一　原相の内容

　原相の内容とは神様の属性の一つ一つの内容を言いますが、ここに神相である性相と形状、

陽性と陰性、個別相と、神性である心情、ロゴス、創造性のそれぞれの内容を詳細に、そして

具体的に説明することにします。まず、神相、次に神性を扱います。

（一）　神相

　神相は神様の属性の形の側面をいいます。神様は人間の目には見えませんが、一定の形

または形に成りえる可能性または規定性をもっています。それが神相です。神相には、性相と

形状、陽性と陰性の二種類の二性性相と個別相がありますが、まず性相と形状について扱う

ことにします。

（１）性相と形状

　神様は性相と形状の二性性相をその属性としてもっていますが、被造物の性相と形状と区

別するために、神様の性相と形状を本性相と本形状ともいいます。神様と万物の関係は創造

主と被造物の関係ですが、この関係を原因と結果の関係とも見ることができます。したがって、

本性相は被造物の無形的、機能的な側面の根本原因であり、本形状は被造物の有形的、質

料的な側面の根本原因です。

　神様と人間との関係は父子の関係であり、相似の創造によって互いに似ているために、本性

相は人間の心に相当し、本形状は人間の体に相当します。ところで、この両者は分離されて

いる別々の属性ではなくて、互いに相対的および相補的な関係で中和（調和）をなして、一つ

に統一されています。『原理講論』に「神様は本性相と本形状の二性性相の中和的主体であ

る」（Ｐ４６）とあるのは、そのことを意味します。したがって正確にいえば、神相は本性相と本形

状が中和をなした状態なのです。

　本体論の観点から見るとき、このような神相観は唯心論でも唯物論でもなく、唯一論または



統一論になります。なぜなら唯心論は本性相だけが宇宙の根本と見る立場に相当し、唯物論

は本形状だけが宇宙の根本と見る立場に相当するからです。次に、性相と形状のそれぞれの

内容について詳細に説明することにします。

１　性相

　本性相と被造物

　神様の性相は人間に例えると心に相当し（したがって性相は神様の心です）、それがすべて

の被造物の無形的、機能的な側面の根本原因となっています。すなわち人間の心、動物の本

能、植物の生命、鉱物の物理化学作用性の根本原因になります。言い換えれば、神様の性

相が次元を異にしながら、時間、空間の世界に展開したのが鉱物の物理化学作用性、植物の

生命、動物の本能、人間の心なのです。創造が相似の創造であるためです。

　したがってこれは、たとえ極めて低い次元であるとしても、鉱物のような無機物においても神

様の性相が宿っていることを意味し、植物においては、神様の性相が生命の形態でより高い

心的機能として現れ（最近、植物にも人間の心に反応する心的作用があることが実験を通じて

知られています）、動物の段階においては、肉心（本能）の形態でさらに高い心的機能として

現れることを意味します。最近の学者たちの研究によれば、動物にも人間の場合と同様に知

情意の機能、すなわち意識があることが明らかにされています（ただし動物が人間と違うのは、

動物には人間のような自我意識がないことです）。

　本性相の内部構造

　神様の性相はさらに内的性相と内的形状という二つの部分からなっています。内的性相は

機能的部分すなわち主体的部分をいい、内的形状は対象的部分をいいます。次に神様の内

的性相と内的形状を理解しやすくするために、人間の場合を例にして説明をします（人間の

心は神様の心と似ているためです）。

　内的性相

　内的性相すなわち機能的部分とは知情意の機能をいいます。知的機能は認識の能力で

あって、感性、悟性、理性の機能をいいます。情的機能は情感性、すなわち喜怒哀楽などの

感情を感じる能力をいいます。意的機能は意欲性、すなわち欲求や決心、決断する能力をい

います。このような機能は内的形状に能動的に作用するために、内的性相は内的形状に対し

て主体的部分となっています。知的機能における感性とは、五官に映るままに知る能力、直感

的に認識する能力を意味し、悟性とは、論理的に原因や理由を問いながら知る能力であり、

理性とは、普遍的真理を求める能力、または概念化の能力をいいます。

　この三つの機能をニュートンが万有引力を発見する過程を例に説明すれば次のようになりま

す。万有引力の発見に際して、ニュートンは初めにリンゴが落下する事実をそのまま認識し、

次にリンゴが落下する原因を考えて大地とリンゴが引き合っていることを理解し、さらにその後、

いろいろな実験や観察などの研究を通じて、地球とリンゴだけでなく、宇宙内の質量をもって

いるすべての物体が互いに引き合っていることを知るようになったのです。このとき、初めの段

階の認識が感性的認識であり、第２段階の認識が悟性的認識であり、第３段階の認識が理性

的認識すなわち普遍的認識になります。

　内的形状

　内的形状は本性相内の対象的部分をいいますが、それはいくつかの形の要素から成り立っ

ています。そのうち、重要なものは観念、概念、原則、数理です。

　1.観念



　観念は性相の中にある被造物一つ一つの具体的な表象、すなわち映像をいいます。人間

は経験を通して客観世界の事物の一つ一つの具体的な姿を心の中に映像としてもつようにな

りますが、その映像がまさに観念なのです。人間の場合は経験を通じて観念を得るようになり

ますが、神様は絶対者であられるために本来から無数の観念をもっておられたと見るのです。

　2.概念

　概念は抽象的な映像、すなわち一群の観念に共通的に含まれた要素を映像化したものを

いいます。例えば、犬、鶏、牛、馬、豚などの観念において、共通の要素は「感覚をもって運

動する性質」になりますが、これを映像化させれば「動物」という抽象的な形を得るようになるの

です。それが概念なのです。概念には種概念と類概念があります。

　3.原則

　原則は被造世界の自然法則および規範法則（価値法則）の根本原因となる法則であって、

数多くの自然法則と規範法則は、この原則がそれぞれ自然現象と人間生活を通じて現れる表

現形態なのです。あたかも植物において、一粒の種が発芽して幹と枝が伸び、数多くの葉が

繁るように、一つの原則から数多くの法則（自然法則、と規範法則）が現れるようになったと見

るのです。

　4.数理

　数理とは数的原理という意味であって、自然界の数的現象の究極的原因をいいます。すな

わち内的形状の中には数的現象の根源となる無数の数、計算法などが観念として含まれてい

るのであり、それが数理なのです。ピタゴラスが「万物の根本は数である」というときの数の概念、

また量子力学の大成に貢献したイギリスの物理学者のディラックが「神様は高度の数学者であ

り、宇宙を構成する時、極めて高度な数学を使用した」というときの数の概念は、すべて内的

形状の数理に該当するということができるのです。

　内的形状の原理的および聖書的根拠

　次は以上の内的形状に関する理論が、統一原理および聖書のどこにその根拠があるのかを

明らかにします。

　1.内的形状

　「内性は目に見ることはできませんが、必ずある種のかたちをもっているので、それに似て、

外形も目に見える何らかのかたちとして現れるのです。そこで前者を性相といい、後者を形状

と名づけます」（『原理講論』Ｐ４４）。これは目に見える形より前に、性相の中に、すでに形があ

ることを意味するものであり、その性相の中の形がまさに内的形状なのです。

　2.観念と概念

　「神様は自分のかたちに人を創造されました。すなわち、神様のかたちに創造し、男と女とに

創造されました」（創世記 1/27）。神様は六日間で万物を創造されましたが、一日の創造を終

えるときに「そのようになった」（創世記 1/7,9,11）、「見て良しとされた」（創世記 1/4,10,12,18,2

1,25）と言われましたが、これは心の中にもっていた観念や概念のとおりに、被造物が造られ

たことを意味します。

　3.原則（原理）

　「（神様は）原理によって被造世界を創造され、その原則に従って摂理を行い給う」（『原理講

論』Ｐ 132）、「神様は原理の主管主としていまし給い」（同上Ｐ 79）、「神様は原理によって創造

された人間を、愛で主管しなければならない」（同上Ｐ 113）などに見られるように、神様は原則

（原理）を立てたのち、人間と万物を創造されたのです。

　4.数理

　「被造世界は神様の本性相と本形状とが数理的な原則によって、実体的に展開されたもの

です」（『原理講論』Ｐ 77）、「神様は数理性をもっておられる」（同上Ｐ 77）、「神様は数理的に



も存在し給う方です」（同上Ｐ 444）などに見られるように、神様は被造世界を数理的に創造さ

れたのです。このように内的形状を成している形の要素は、みな統一原理（『原理講論』）と聖

書にその根拠があることが分かると思います。

　以上は神様の本性相内の機能的部分（内的性相）と対象的部分（内的形状）を人間の心に

例えながら説明したものです。本性相をこのように詳細に扱うのは、現実問題の解決のためな

のです。例えば内的性相である知情意の機能が心情を中心として作用するとき、愛を基礎とし

た真美善の価値観が成立するようになります。知情意に対する価値が真美善です。そして内

的形状は知情意の対象的部分であると同時に、本形状とともに、被造物の有形的部分の根本

的原因になっています。この事実から、現実生活においては、衣食住の物質的生活よりも真

美善の価値の生活を優先しなければならないという論理が導かれるのです。

　2.形状（本形状）

　次は神様の形状（本形状）について説明します。

　本形状と被造物

　神様の形状（本形状）を人間に例えれば体に相当するものであり、それはすべての被造物

の有形的な要素（側面）の根本原因になります。すなわち人間の体、動物の体、植物の細胞・

組織、鉱物の原子・分子などの究極的原因なのです。言い換えれば、神様の本形状が次元を

異にしながら、時間・空間の世界に展開されたものが鉱物の原子・分子であり、植物の細胞・

組織であり、動物の体であり、人間の体なのです。これもまた相似の創造によるものです。

　このように被造物の有形的要素の根本原因が神様の形状なのですが、この被造物の有形

的要素の根本原因には二つの側面があります。一つは素材（質料）的要素であり、もう一つは

無限の形態を取ることのできる可能性（無限応形性）です（万物の形態自体の根本原因は内

的形状にあります）。

　ここで「無限な形態を取ることのできる可能性」（無限応形性）を水の場合を例に取って比喩

的に説明します。水自体は他の万物と違って一定の形態がありません。しかし容器によってい

ろいろな形態を現します。三角形の容器では三角形として、四角形の容器では四角形として、

円形の容器では円形として現れます。このように水が無形なのは、実はいかなる容器の形態

にも応ずる無限な応形性をもっているからなのです。すなわち水が無形なのは実は無限形で

あるためなのです。同様に、神様の本形状も、それ自体は一定の形態がありませんが、いかな

る形態の映像にも応じることのできる応形性、すなわち無限応形性をもっているのです。このよ

うに被造物の有形的要素の根本原因には素材的要素と無限応形性の二つがありますが、こ

の二つがまさに神様の形状の内容なのです。

　人間の創作活動は、心が構想した型に一致するように可視的な素材（彫刻の場合、石膏ま

たは大理石）を変形させる作業であると見ることができます。言い換えれば、創作とは、構想の

型に素材を一致させる作業であるということができるのです。神様の創造の場合もこれと同じな

のです。すなわち、本性相内の内的形状の型または鋳型に無限応形性をもった素材的要素

を与えて、一定の具体的な形態を備えさせる作業を創造ということができるのです。

　本形状と科学

　被造物の有形的側面の根本原因である素材的要素とは、要するに科学の対象である物質

の根本原因なのですが、素材的要素と科学はいかなる関係にあるのでしょうか。

　今日の科学は、物質の根本原因は素粒子の前段階としてのエネルギー（物理的エネル

ギー）であり、そのエネルギーは粒子性と波動性を帯びていると見ています。しかし科学は結

果の世界、現象の世界だけを研究の対象としているために、それは究極的な第一原因ではあ



りえないのです。本原相論は、その究極的原因をまさに本形状であると見るのです。したがっ

て本形状とは、科学的に表現すればエネルギーの前段階であって、それは「前段階エネル

ギー」（Prior-stage Energy）、または簡単に「前エネルギー」（Pre-Energy）ということができるで

しょう。

　本形状と力

　神様の創造において、本形状である前エネルギーから授受作用によって、二つの力（エネ

ルギー）が発生すると私達は見ています。その一つは「形成エネルギー」（Forming Energy）で

あり、他の一つは「作用エネルギー」（Acting Energy）です。

　形成エネルギーは直ちに粒子化して物質的素材となり、万物を形成するのですが、作用エ

ネルギーは、万物に作用して、万物相互間に授け受ける力（例：求心力と遠心力）を引き起こ

します。その力を統一思想では原力（Prime Force）と呼びます。そして原力が万物を通じて作

用力として現れるとき、その作用力を万有原力（Universal Prime Force）と呼ぶのです。

　本形状から授受作用によって形成エネルギーおよび作用エネルギーが発生するとき、愛の

根源である心情が授受作用の土台となるために、発生する二つのエネルギーは単純な物理

的なエネルギーではなく、物理的エネルギーと愛の力との複合物になるのです。したがって原

力にも万有原力にも、愛の力が含まれているのです。（文先生は 1975 年 5 月の「希望の日晩

餐会」での講演以後、しばしば「万有原力にも愛の力が作用する」と語っておられました。）

　性相と形状の異同性

　次は、性相と形状が本質的に同質的なのか異質的なのかという、性相と形状の異同性につ

いて調べてみることにします。先に述べた「性相と形状の二性性相論」は、一般哲学上の本体

論から見るとき、いかなる立場になるのでしょうか。すなわち「性相と形状の二性性相論」は、一

元論なのか二元論なのか、唯物論なのか唯心論（観念論）なのか。

　ここで一元論とは、宇宙の始元が物質であると主張する一元論的唯物論か、宇宙の始元が

精神であると主張する一元論的唯心論（観念論）をいいます。マルクスの唯物論は前者に属し、

ヘーゲルの観念論は後者に属します。そして二元論とは物質と精神がそれぞれ別個のもので

ありながら宇宙生成の根源になっていると見る立場です。思惟（精神）と延長（物質）の二つの

実体を認めるデカルトの物心二元論がその例です。

　それでは統一思想の「性相と形状の二性性相論」は一元論なのでしょうか、二元論なので

しょうか。すなわち原相の性相と形状は本来、同質的なものなのだろうか、異質的なものなの

だろうか。ここでもしそれらが全く異質的なものだとすれば、神様は二元論的存在となってしま

います。

　この問題を理解するためには、本性相と本形状は異質的な二つの要素なのか、あるいは同

質的な要素の二つの表現態なのかを調べてみればいいことになります。結論から言えば、本

性相と本形状は同質的な要素の二つの表現態なのです。

　これはあたかも水蒸気と水が、水（H20）の二つの表現態であるのと同じなのです。水におい

て、水分子の引力と斥力が釣り合っていますが、熱を加えて斥力が優勢になれば気化して水

蒸気となり、気温が氷点下に下がって、引力が優勢になれば氷となります。水蒸気や氷はい

ずれも水の表現態、すなわち水分子の引力と斥力の相互関係の表現様式にすぎないのです。

したがって両者は全く異質的なものではありません。

　同様に、神様の性相と形状も、神様の絶対属性すなわち同質的要素の二つの表現態なの

です。絶対属性とは、エネルギー的な心、あるいは心的なエネルギーのことです。つまりエネ

ルギーと心は全く別のものではなくて、本来は一つになっているのです。この絶対属性が創造

において分かれたのが、神様の心としての性相と、神様の体としての形状なのです。



　性相は心的要素から成っていますが、そこにはエネルギー的要素も備わっています。ただ

心的要素がエネルギー的要素より多いだけなのです。また形状はエネルギー的要素から成っ

ていますが、そこには心的要素も備わっていて、エネルギー的要素が心的要素より多いだけ

なのです。このように性相と形状は全く異質的なものではありません。両者はいずれも、共通

に心的要素とエネルギー的要素をもっているのです。

　被造世界において、性相と形状は精神と物質として、互いに異質的なものして現れますが、

そこにも共通の要素があるのです。例えば心にもエネルギーがありますが、そのことを示す例

として次のようなものがあります。カエルなどから採取した、神経についている骨格筋（神経筋

標本）において、神経に電気的刺激を与えると筋肉は収縮します。一方私達は、心によって手

や足の筋肉を動かしています。つまり心が神経を刺激して筋肉を動かしているのです。これは、

心にも物質的なエネルギー（電気エネルギー）と同様のエネルギーがあることを意味していま

す。催眠術で他人の体を動かすことができるということも、心にエネルギーがあることを示して

います。

　一方、エネルギー自体にも性相的要素が宿っているといえるのです。最近の科学によれば、

物質的真空状態において、エネルギーが震動して素粒子が形成されるのですが、そのときエ

ネルギーの震動は連続的ではなくて、段階的なのです。ちょうど音楽において音階があるよう

に、エネルギーが段階的に震動し、その結果、段階的に規格の異なる素粒子が現れるという

のです。これは、あたかも音階が人間の心によって定められたように、エネルギーの背後にも

性相があって、震動の段階を定めていると見ざるをえないのです。

　このように性相の中にも形状的要素があり、形状の中にも性相的要素があるのです。した

がって、原相において性相と形状は一つに統一されているのです。本質的に同一な絶対属

性から性相と形状の差異が生じ、創造を通じてその属性が被造世界に現れるとき、異質な二

つの要素となるのです。これを比喩的に表現すれば、一つの点から二つの方向に二つの直

線が引けるのと同じなのです。そのとき、一つの直線は性相（精神）に対応し、他の直線は形

状（物質）に対応するのです。

　聖書には、被造物を通じて神様の性質を知ることができると記録されています（ローマ 1/20）。

被造物を見れば、心と体、本能と肉身、生命と細胞・組織などの両面性があります。ですから、

絶対原因者である神様の属性にも両面性があると帰納的に見ることができるのです。これを

「神様の二性性相」と呼びます。しかしすでに述べてきたように、神様において二性性相は、

実は一つに統一されているのです。この事実を『原理講論』では、「神様は本性相と本形状の

二性性相の中和的主体である」と表現しています。このような観点を本体論から見るとき、「統

一論」となるのです。そして神様の絶対属性それ自体を表現するとき、「唯一論」となるのです。

　アリストテレス（Aristoteles, 384-322 B.C.）によれば、実体は形相（eidos）と質料（byte）から

成っています。形相とは実体をしてまさにそのようにせしめている本質をいい、質料は実体を

成している素材をいいます。西洋哲学の基本的な概念となったアリストテレスの形相と質料は

統一思想の性相と形状に相当します。しかしそこには、次のような点で根本的な差異がありま

す。

　アリストテレスによれば、形相と質料を究極にまでさかのぼると純粋形相（第一形相）と第一

質料に達します。ここで純粋形相が神様であるのですが、それは質料のない純粋な活動であ

り、思惟それ自体であるとされているのです。すなわちアリストテレスにおいて、神様は純粋な

思惟、または思惟の思惟（ノエンシス・ノエセオース）なのです。ところで、第一質料は神様から

完全に独立していました。したがって、アリストテレスの本体論は二元論なのです。また第一質

料を神様から独立したものと見ている点で、その本体論は、神様をすべての存在の創造主と

見るキリスト教の神観とも異なっていました。

　トマス・アクイナス（T.Aquinas, 1225-1274）はアリストテレスに従って、同様に純粋形相または



思惟の思惟を神様と見ました。また彼はアウグスティヌス（A.Augustinus, 354-430）と同様に、

神様は無から世界を創造したと主張したのです。神様は質料を含む一切の創造主であり、神

様には質料的要素がないために、「無からの創造」（creatio ex nihilo）を主張せざるをえなかっ

たのです。しかし無から物質が生じるという教義は、宇宙がエネルギーによって造られていると

見る現代科学の立場からは受け入れがたい主張なのです。

　デカルト（R.Descartes, 1596-1650）は、神様と精神と物体（物質）を三つの実体と見たので

す。究極的には神様が唯一なる実体なのですが、被造世界における精神と物体は神様に依

存しながらも相互に完全に独立している実体であるとして二元論を主張したのです。その結果、

精神と物体はいかにして相互作用をするのか、説明が困難になりました。デカルトの二元論を

受け継いだゲーリンクス（A.Geulincx, 1624-1669）は、互いに独立した異質的な精神と身体の

間に、いかにして相互作用が可能なのかという問題を解決するために、神様が両者の間を媒

介すると説明したのです。つまり精神や身体の一方において起きる運動を契機として、神様が

他方において、それに対応する運動を起こすというのであり、これを機会原因論（occasionalis

m）と呼びます。しかしこれは方便的な説明にすぎないのであり、今日では誰も目をくれないの

です。すなわち精神と物質を完全に異質的な存在と見たデカルトの観点に問題があったので

す。

　このように西洋思想がとらえた形相と質料、または精神と物質の概念には、説明の困難な問

題があったのです。このような難点を解決したのが統一思想の性相と形状の概念、すなわち

「本性相と本形状は同一なる本質的要素の二つの表現態である」という理論なのです。以上

で、神相の「性相と形状」に関する説明を終えます。次は、もう一つの神相である「陽性と陰性」

に関して説明します。

　（２）陽性と陰性

　陽性と陰性も二性性相です

　陽性と陰性も神様の二性性相です。しかし、同じく二性性相である性相と形状とは次元が

違っています。性相と形状は神様の直接的な属性ですが、陽性と陰性は神様の間接的な属

性であり、直接的には性相と形状の属性なのです。すなわち、陽性と陰性は、性相の属性で

あると同時に形状の属性でもあるのです。言い換えれば、神様の性相も陽性と陰性を属性とし

てもっており、神様の形状も陽性と陰性を属性としてもっているのです。

　陽性と陰性の二性性相は、性相と形状の二性性相と同様に中和をなしています。『原理講

論』に「神様は陽性と陰性の二性性相の中和的主体であられる」とあるのは、このことを意味し

ているのです。この中和の概念も、性相と形状の中和と同様に、調和、統一を意味し、創造が

構想される以前には一なる状態にあったのです。この一なる状態が創造において陽的属性と

陰的属性に分化したと見るのです。その意味で東洋哲学の易学において「大極生両儀」（大

極から陰陽が生まれた）というのは正しい言葉なのです。

　ところで、陽性と陰性の概念は易学の陽と陰の概念と似ていますが、必ずしも一致するもの

ではありません。東洋的な概念としては、陽は光、明るさを意味し、陰は蔭、暗さを意味します。

この基本的な概念が拡大適用され、いろいろな意味に使われています。すなわち、陽は太陽、

山、天、昼、硬い、熱い、高いなどの意味に、陰は月、谷、地、夜、軟らかい、冷たい、低いな

どの意味に使われています。

　しかし統一思想から見るとき、陽性と陰性は性相と形状の属性であるために、被造世界にお

いて、性相と形状は個体または実体を構成していますが、陽性と陰性は実体の属性として現

れているだけなのです。例えば太陽（個体）は性相と形状の統一体であって、太陽の光の「明

るさ」が陽であるのです。同様に月それ自体は性相と形状から成る個体（実体）であって、月の

反射光の明るさの「淡さ」が陰なのです。



　ここで統一思想の実体の概念について説明しておきます。統一思想の実体は、もちろん統

一原理の実体の概念に由来するものです。統一原理には「実体基台」、「実体献祭」、「実体

聖殿」、「実体世界」、「実体相」、「実体対象」、「実体路程」など、実体と関連した用語が多く使

われていますが、そこで実体とは、被造物、個体、肉身をもった人間、物質的存在などの意味

をもつ用語です。

　ところで、人間を含めたすべての被造物は、性相と形状の合性体（統一体）になっています。

言い換えれば、被造物において性相と形状はそれぞれ個体（実体）の構成部分にもなってい

るのです。そして、性相や形状それ自体もまた実体としての性格をもっているのです。あたかも

自動車も製作物（実体）であり、自動車の構成部品である部品（例：タイヤ、トランスミッションな

ど）も製作物であるのと同じです。したがって統一思想においては、人間の性相と形状は実体

の概念に含まれるのです。

　原相において、陽性と陰性をそれぞれ本陽性と本陰性ともいいます（『原理講論』P46)。原相

の「本性相と本形状」および「本陽性と本陰性」に似ているのが人間の「性相と形状」と「陽性と

陰性」です。すでに述べてきたように、被造世界では性相と形状は共に実体の性格をもってお

り、陽性と陰性は実体としての性相と形状（またはその合性体である個体）の属性となっていま

す。

　原相における性相と形状および陽性と陰性の関係を正確に知るためには、人間における実

体としての性相と形状、そしてその属性としての陽性と陰性の関係を調べてればいいのです。

　性相（心）の知情意の機能にもそれぞれ属性としての陽性と陰性があります。例えば知的機

能には明晰、判明などの陽的な面と、模糊、混同などの陰的な面があり、情的機能には愉快、

喜びなどの陽的な面と不快、悲しみなどの陰的な面があります。意的機能にも積極的、創造

的などの陽的な面と、消極的、保守的などの陰的な面があります。そして形状（肉身）におい

ても陽的な面（隆起部、突出部）と陰的な面（陥没部、孔穴部）があるのは言うまでもありません。

　ここで明らかにしておきたいのは、ここに示したのは人間の場合にのみいえることなのです。

神様は心情を中心とした原因的存在であって、創造前の神様の性相と形状において、属ての

み存在しているだけでした。そして創造が始まれば、その可能性としての陽性と陰性が表面化

され、知情意の機能に調和のある変化を起こし、形状にも調和的な変化をもたらすのです。

　陽性・陰性と男子・女子との関係

　ここで問題となるのは、陽性・陰性と男子・女子との関係です。東洋では古来から、男子を陽、

女子を陰と表現する場合が多くありました。しかし統一思想では男子を「陽性実体」、女子を

「陰性実体」といいます。表面的に見ると東洋の男女観と統一思想の男女観は同じように見え

ますが、実際は同じではありません。

　統一思想から見るとき、男子は陽性を帯びた「性相と形状の統一体」であり、女子は陰性を

帯びた「性相と形状の統一体」なのです。したがって男子を「陽性実体」、女子を「陰性実体」と

表現するのです（『原理講論』P48）。

　ここで特に指摘することは、男子を「陽性実体」というときの陽性と、女子を「陰性実体」という

ときの陰性が性相・形状の属性としての陽性・陰性とは必ずしも一致しないということなのです。

すなわち、性相においても形状においても、陽性と陰性の特製は男女間で異なっているので

す。そのことを具体的に説明すれば、次のようになります。

　まず、形状における陽性と陰性の男女間での差異を説明します。形状すなわち体において、

男女は共に、陽性である隆起部、突出部や、陰性である陥没部、孔穴部をもっていますが、

男女間でそれらに差異があるのです。男子は突出部（陽性）がもう一つあり、女子は孔穴部

（陰性）がもう一つあるのです。また身長においても、臀部の大きさにおいても、男女間で差異

があります。したがって形状に陽性と陰性の男女間での差異は量的差異なのです。すなわち、



男子は陽性が量的により多く、女子は陰性が量的により多いのです。

　それでは性相においてはどうでしょうか。性相における陽性と陰性の男女間での差異は、量

的差異ではなく質的差異なのです（量的にはむしろ男女間で差異はありません）。例えば性

相の知において、男女は共に明晰さ（陽）をもっていますが、その明晰さの質が男女間で異な

るのです。男子の明晰さは包括的な場合が多く、女子の明晰さは縮小指向的な場合が多い

のです。才知においても同様です。また性相の悲しみ（陰）において、過度な場合、男子の悲

しみは悲痛に変わりやすく、女子の悲しみは悲哀に変わりやすいのです。性相の意における

積極性（陽）の場合、男子の積極性は相手に硬い感触を与えやすいが、女子の積極性は相

手に軟らかい感触を与えやすいのです。男女間のこのような差異が質的差異なのです。

　このように性相において、陽性にも陰性にも男女間で差異があるのです。これを声楽に例え

ると、高音には男子（テノール）と女子（ソプラノ）の差異があり、低音にも男子（バス）と女子（ア

ルト）の差異があるのと同じなのです。

　このように陽性と陰性は男女間において量的または質的差異を表すのですが、男子の陽性

と陰性をまとめて男性的、女子の陽性と陰性をまとめて女性的であると表現するのです。した

がってここに「男性的な陽性」と「女性的な陽性」という概念が成立するのです。

　ここにおいて、次のような疑問が生じるかもしれません。すなわち形状においては男女間の

差異が量的差異であるので、、男子を陽性実体、女子を陰性実体と見るのは理解できるので

すが、性相において、男女の差異が質的差異だけで、量的には男女は全く同じ陽陰をもって

いるのに、なぜ男子を陽性実体、女子を陰性実体というのか、という疑問です。

　それは男女間の陽陰の差異が量的であれ質的であれ、その差異の関係は主体と対象の関

係であるとうことから解決されるのです。後述するように、主体と対象の関係は積極的と消極的、

能動的と受動的、外向性と内向性の関係になります。ここに性相（知情意）の陽陰の男女間の

差異においても、男性の陽と女性の陽の関係、および男性の陰と女性の陰の関係は、すべて

主体と対象の関係になっているのです。

　すなわち、知的機能の陽において、男性の明晰の包括性と女性の明晰の縮小指向性が主

体と対象の関係であり、情的機能の陰において、男性の悲痛と女性の悲哀の関係も主体と対

象の関係なのです。また意的機能の陽において、男性の積極的の硬性と女性の積極的の軟

性の関係も主体と対象の関係なのです。これは男女間の陽陰の質的差異は量的差異の場合

と同様なのであって、男性と女性の関係が陽と陰の関係であることを意味するのです。以上で

男性を陽性実体、女性は陰性実体と呼ぶ理由を明らかにしました。

　これまでのお話で陽性・陰性は性相・形状の属性であることが明らかにされたと思います。と

ころで、このことがなぜ重要なのかといえば、それがまた現実問題の解決の基準となるためな

のです。ここで現実問題とは、男女間の問題、すなわち性道徳の退廃、夫婦間の不和、家庭

破壊などの問題をいいます。

　陽性・陰性が性相・形状の属性であるということは、性相・形状と陽性・陰性の関係が実体と

属性との関係になっていることを意味します。実体と属性において先次的に重要なのは実体

です。属性がよりどころとする根拠が実体であるためです。実体がなくては属性は無意味なの

です。そのように性相・形状は陽性・陰性が「よりどころとする根拠」としての実体であり、性相・

形状がなければ陽性・陰性は無意味なものになってしまうのです。

　人間において、性相・形状の問題とは、現実的には性相・形状の統一をいうのであって、そ

れは心と体の統一、生心と肉心の統一、すなわち人格の完成を意味します。そして人間にお

いて、陽性と陰性の問題は現実的には男性と女性の結合を意味するのです。ここで「人格の

完成」と「男女間の結合」の関係が問題となりますが、「陽性・陰性が性相・形状の属性である」

という命題に従うならば、男女は結婚する前に人格を完成しなければならないという論理が成

立するのです。



　統一原理の三大祝福（個性完成、家庭完成、主管性完成）において、個性完成（人格完成）

が家庭完成（夫婦の結合）より前に置かれた根拠は、まさにこの「陽性・陰性は性相・形状の属

性である」という命題にあったのです。『大学』の八条目の中の「修身、斉家、治国、平天下」に

おいて、修身を斉家より前に置いたのも『大学』の著者が無意識のうちにこの命題を感知した

ためであると見なければならないのです。

　今日、男女関係に関連した社会問題（性道徳の退廃、家庭の不和、離婚、家庭破壊など）が

続出していますが、これらはすべて家庭完成の前に個性感性が成されてなかったこと、すなわ

ち斉家の前に修身が成されなかったことに由来しているのです。

　言い換えれば、今日、最も難しい現実問題の一つである男女問題は、男女共に家庭完成の

前に（結婚前に）人格を完成することによって、つまり斉家する前に修身することによって、初

めて解決することができるのです。このように「陽性・陰性が性相・形状の属性である」という命

題は、現実問題の解決のまた一つの基準となっているのです。

　（３）個別相

　個別相とは何か

　これまで述べてきた性相・形状および陽性・陰性は神様の二性性相であって、この二種の相

対的属性は、あまねく被造世界に展開されて、普遍的にすべての固体の中に現れています。

聖書に「神様の見えない性質、すなわち神様の永遠の力と神性（および神相）とは、天地創造

このかた被造物において知られていて、明らかに認められるからである」（ローマ 1/20）と記録

されているのは、この事実を言っているのです。このように万物はみな普遍的に性相・形状お

よび陽性・陰性をもっています。したがって神様の性相・形状および陽性・陰性を「普遍相」と

いいます。

　一方で、万物は独特な性質ももっています。鉱物、植物、動物にいろいろな種類があるのも

そのためです。天体も、恒星であれ惑星であれ、みな特性をもっています。特に人間の場合、

個人ごとに独特の性質をもっているのです。すなわち、体格、体質、容貌、性格、気質など、

個人ごとに異なっているのです。

　万物と人間のこのような個別的な特性の原因の所在は、神様の本性相の内部の内的形状

にあります。このような個別的な特性の原因を「個別相」といいます。言い換えれば、神様の属

性の中にある個別相が被造物の個体または種類ごとに現れたものを被造物の個別相といいま

す。そして人間においては個人ごとに特性が異なるために、人間の個別相を「個人別個別相」

といい、万物においては種類によって特性が異なるために、万物の個別相を「種類別個別相」

といいます。すなわち人間においては個別相は個人ごとの特性をいいますが、万物（動物、植

物、鉱物）の個別相は、一定の種類の特性すなわち種差（特に最下位の種差）をいいます。そ

れは、人間は喜びの対象および神様の子女として造られているものに対して、万物は人間の

喜びの対象として造られているからなのです。

　個別相と普遍相

　ここで被造物の普遍相と個別相との関係を明らかにします。個別相は個体の特性であるとし

ても、普遍相と別個の特性ではなくて、普遍相それ自体が個別化されたものなのです。例え

ば人間の顔（容貌が）それぞれ違うのは、顔という形状（普遍相）が個別化されたものであり、

人間の個性がそれぞれ異なるのは、性格、気質（普遍相）が個別化され、特殊化されたものな

のです。このように人間において個別相とは、個人ごとに普遍相が個別化されたものであり、

その他の被造物においては、種類ごとに普遍相が個別化されたものなのです。

　被造物において、このように普遍相の個別化が個別相であるのは、神様の内的形状の中に

ある被造物に対する個別化の要因すなわち個別相が、神様の性相・形状および陽性・陰性を



個別化させる要因として作用しているからなのです。ここで神様の普遍相を「原普遍相」といい、

神様の内的形状の中にある個別相を「原個別相」とも呼びます。したがって被造物の普遍相と

個別相は、原普遍相と原個別相にそれぞれ対応しているのです。

　個別相と突然変異

　次に個別相と遺伝子の関係について述べてゆきます。進化論から見るとき、一般的に生物

の種差としての個別相の出現は、突然変異による新形質の出現と見ることができます。そして

人間の個性としての個別相の出現は、父のＤＮＡと母のＤＮＡの多様な混合または組み合わ

せによる遺伝として見ることができます。

　しかし統一思想では、進化論は創造過程の現象的な把握にすぎないと見るために、生物に

おける突然変異による新形質の出現は、実は突然変異の方式を取った新しい個別相の創造

なのであり、人間のおける父母のＤＮＡの混合による新形質の出現も、実はＤＮＡの遺伝情報

の混合の方式を通じた人間の新個別相の創造と見るのです。より正確にいえば、生物や人間

の新しい個別相の創造とは、神様の内的形状にある一定の原個別相を、これに対応する被造

物に新個別相として付与することである、と見るのです。

　個別相と環境

　個別相をもった個体が成長するためには、環境との間に不断の授受の関係を結ばなければ

なりません。すなわち個別相をもった個体は、環境との授受作用によって変化しながら成長し、

発展します。これは授受作用の結果によって必ず合成体または新生体（変化体）が形成され

るという授受法の原則によるのです。

　したがって個体の特性（個別相）は原則的に先次的なものなのですが、その個別相の一部

が環境要因によって変化するので、あたかもその特性が後天的に形成されたかのように感じら

れる場合があるのです。同一の環境要因によって現れる特性にも、個人ごとに差異があるの

が見られますが、これは環境に順応する方式（授受作用の方式）にも個人差があるからなので

す。その個人差も個別相に基因する個人差なのです。このように個別相の一部が変形されて

後天的に形成された特性のように現れたものを「個別変相」といいます。

　人間個性の尊貴性

　およそ被造物の特徴は、神様の属性の個別相に由来するものであって、みな尊いものなの

ですが、特に人間の個性はいっそう尊厳なものであり、神聖であり、貴重なものなのです。人

間は万物に対する主管主であると同時に、霊人体と肉身から成る二重体であって、肉身の死

後にも霊人体が永生するためです。すなわち人間は地上においても天上においても、その個

性を通じて愛を実践しながら創造理想を実現するようになっているために、人間の本然の個

性はそれほど尊貴なものであり、神聖なものなのです。人道主義も人間の個性の尊貴性を主

張していますが、個人の特性の神来性が認められない限り、そのような主張によっては、人間

を動物視する唯物論的人間観を克服するのは難しいのです。そのような意味で個別相に関

する理論も、なぜ人間の個性が尊重されなければならないかという、また一つの現実的問題

の解決の基準になるものなのです。

　以上で神相に関する説明を終わり、次は神性について説明してゆきます。

（二）　神性

　神様の属性には、これまで述べてきたように形の側面もありますが、機能、性質、能力の側

面もあります。それが神性なのです。従来のキリスト教やイスラム教でいう全知、全能、普遍性、

至善、至真、至美、公義、愛、創造主、審判主、ロゴスなどは、そのまま神性に関する概念で



あり、統一思想ももちろん、そのような概念を神性の表現として認めています。

　しかし現実問題の解決という観点から見るとき、そのような概念は形（神相）の側面を扱って

いないという点だけではなく、大部分が創造と直接関連した内容を含んでいないという点で、

そのままでは現実問題の解決に大きな助けとはなっていなかったのです。統一思想は現実問

題の解決に直接関連する神性として、心情、ロゴス、創造性の三つを挙げています。その中で

も心情が最も重要であり、それは今までいかなる宗教も扱わなかった神性なのです。次に、こ

れらの神性の概念を説明し、それがいかに現実問題を解決しえるかを明らかにします。

　（１）心情

　心情とは何か

　心情は神様の性相の最も核心となる部分であって、「愛を通じて喜ぼうとする情的な衝動」で

す。心情のそのような概念を正しく理解する助けとなるように、人間の場合を例として説明して

みます。

　人間は誰でも生まれながらにして喜びを追求するようになっています。喜ぼうとしない人は一

人もいないでしょう。人間は誰でも幸福を求めていますが、それがまさにその証拠なのです。

そのように人間はいつも、喜びを得ようとする衝動、喜びたいという衝動をもって生きています。

それにもかかわらず、今日まで大部分の人々が真の喜び、永遠の喜びを得ることができない

でいることも事実なのです。

　それは人間がたいてい、金銭や権力、地位や学識の中に喜びを探そうとするからなのです。

それでは真の喜び、永遠の喜びはいかにして得られるのでしょうか。それは愛（真の愛）の生

活を通じてのみ得られるのです。愛の生活とは、他人のために生きる愛他的な奉仕生活、す

なわち他人に温情を施して喜ばせようとする生活をいいます。

　心情は情的衝動である

　ここで「情的な衝動」について説明します。情的な衝動とは内部からわきあがる抑えがたい願

望または欲望を意味します。普通の願望や欲望は意志で抑えることができますが、情的な衝

動は人間の意志では抑えられないのです。

　私たちは喜ぼうとする衝動（欲望）が抑えがたいということを、日常の体験を通じてよく知って

います。人間が金をもうけよう、地位を得よう、学識を広めよう、権力を得ようとするのも喜ぼうと

すると衝動のためであり、甚だしくは犯罪行為までも、方向が間違っているだけで、その動機

はやはり喜ぼうとする衝動にあるのです。

　このように喜ぼうとする衝動（欲望）は抑えがたいものです。欲望は達成されてこそ満たされ

ます。しかるに大部分の人間にとって、喜ぼうとする欲望が満たされないでいるのは、喜びは

愛を通じてしか得られないということが分かっていないからなのです。そして喜びが愛を通じて

しか得られないのは、その喜びの根拠が神様にあるためなのです。

　神様は心情である

　神様は心情すなわち愛を通して喜ぼうとする情的な衝動をもっておられますが、そのような

神様の衝動は人間の衝動とは比較にならないほど抑えがたいものだったのです。人間は相似

の法則に従って、そのような神様の心情を受け継いだので、たとえ堕落して愛を喪失したとし

ても、喜ぼうとする衝動はそのまま残っているのです。ゆえに、情的な衝動を抑えるのは難しい

のです。

　ところで神様において、喜ぼうとする情的な衝動は、愛そうとする衝動によって支えられてい

ます。真の喜びは真の愛を通じなければ得られないためです。したがって、愛そうとする衝動

は喜ぼうとする衝動よりも強いのです。愛の衝動は愛さずにはいられない欲望を意味します。



そして愛さずにはいられないということは、愛の対象をもたずにはいられないということを意味し

ます。

　そのような愛の衝動によって喜ぼうとする衝動が誘発されます。したがって愛の衝動が一次

的なものであり、喜ぼうとする衝動は実は愛そうとする衝動が表面化したものにすぎないので

す。

　ゆえに神様の心情は、「限りなく愛そうとする情的な衝動」であると表現することもできるので

す。愛には必ず対象が必要です。特に神様の愛は抑えがたい衝動であるため、その愛の対

象が絶対的に必要だったのです。したがって創造は必然的、不可避的であり、決して偶発的

なものではなかったのです。

　宇宙創造と心情

　このように心情が動機となり、神様は愛の対象として人間と万物を創造されたのです。人間

は神様の直接的な愛の対象として、万物は神様の間接的な愛の対象として創造されたのです。

万物が神様の間接的な対象であるということは、直接的には万物は人間の愛の対象であるこ

とを意味します。そして創造の動機から見るとき、人間と万物は神様の愛の対象でありますが、

結果から見るとき、人間と万物は神様の喜びの対象なのです。

　このように心情を動機として宇宙創造の理論（心情動機説）は創造説が正しいか生成説が正

しかという一つの現実問題を解決することになるのです。そして生成説（プロティノスの流出説、

ヘーゲルの絶対精神の自己展開説、ガモフのビッグバン説、儒教の天生万物説など）では、

現実への罪悪や混乱などの否定的側面までも自然発生によるものとされて、その解決の道が

ふさがれているのですが、正しい創造説では、そのような否定的側面を根本的に除去すること

ができるのです。

　心情と文化

　次に、「心情は神様の性相の核心である」という命題から心情と文化の関係について説明し

ます。神様の性相は内的性相と内的形状から成っていますが、内的性相は内的形状よりもより

内的なのです。そして心情は内的性相よりもさらに内的なのです。このような関係は、創造本

然の人間の性相においても同じです。

　これは心情が人間の知的活動、情的活動、意的活動の原動力となることを意味します。すな

わち心情は情的な衝動力であり、その衝動力が知的機能、情的機能、意的機能を絶えず刺

激することによって現れる活動がまさに知的活動、情的活動、意的活動なのです。

　人間の知的活動によって、哲学、科学をはじめとする様々な学問分野が発達するようになり、

情的活動によって、絵画、音楽、彫刻、建築などの芸術分野が発達するようになり、意的活動

によって、宗教、倫理、道徳、教育などの規範分野が発達するようになります。

　創造本然の人間によって構成される社会においては、知情意の活動の原動力が心情であり

愛であるがゆえに、学問も芸術も規範も、すべて心情が動機となり、愛の実現がその目標とな

ります。ところで学問分野、規範分野の総和、すなわち人間の知情意の活動の成果の総和が

文化なのです。したがって創造本然の文化は心情を動機とし、愛の実現を目標として成立す

るのであり、そのような文化は永遠に続くようになります。そのような文化を統一思想では心情

文化、愛の文化、または中和文化と呼びます。

　しかしながら人間始祖の堕落によって、人類の文化は様々な否定的な側面をもつ非原理的

な文化となり、興亡を繰り返しながら今日に至っています。これは人間の性相の核心である心

情が利己心によって遮られ、心情の衝動力が利己心のための衝動力になってしまったからで

す。

　そのように混乱を重ねる今日の文化を正す道は、利己心を追放し、性相の核心の位置に心



情の衝動力を再び活性化させることによって、すべての文化の領域を心情を動機として、愛の

実現を目標とするように転換させることなのです。すなわち心情文化、愛の文化を創建するこ

となのです。このことは「心情は神様の性相の核心である」という命題が、今日の危機から文化

をいかに救うかというまた一つの現実問題解決の基準になることを意味するのです。

　心情と原力

　最後に心情と原力について説明されています。宇宙万物はいったん創造されたのちにも、

絶えず神様から一定の力を受けています。被造物はこの力を受けて個体間においても力を授

受しています。前者は縦的な力であり、後者は横的な力です。統一思想では前者を原力とい

い、後者を万有原力といいます。

　ところでこの原力も、実は原相内の授受作用、すなわち性相と形状の授受作用によって形成

された新生体なのです。具体的に言えば、性相内の心情の衝動力と形状内の前エネルギー

（Pre-Energy）との授受作用によって形成された新しい力が原力（Prime Force）なのです。そ

の力が、万物に作用して、横的な万有原力（Universal Prime Force）として現れて、万物相互

間の授受作用を起こすのです。したがって万有原力は神様の原力の延長なのです。

　万有原力が心情の衝動力と前エネルギーによって形成された原力の延長であるということは、

宇宙内の万物相互間には、物理学的な力のみならず愛の力も作用していることを意味するの

です。したがって人間が互いに愛し合うのは、そうしても、しんたくも良いというような、恣意的

なものではなく、人間ならば誰でも従わなければならない天道なのです。

　このように「心情と原力の関係」に関する理論も、また一つの現実問題の解決の基準となるこ

とがお分かりになると思います。すなわち「人間は必ず他人を愛する必要があるのか」、「時に

よっては闘争（暴力）が必要な時もあるのではないか」、「敵を愛すべきか、打ち倒すべきか」と

いうような現実問題に対する解答がこの理論の中にあることがお分かりでしょう。

　（２）ロゴス

　ロゴスとは何か

　ロゴスとは、統一原理によれば言または理法を意味します。（『原理講論』P165）。ヨハネによ

る福音書には、神様の言によって万物が創造されたことが次にように表現されています。「初

めに言があた。言は神様と共にあった。言は神様であった。この言は初めに神様と共にあった。

すべてのものは、これによってできた。できたもののうち、一つとしてこれによらないものはな

かった」（ヨハネ 1/1〜3）。

　統一思想から見れば、ロゴスを言というとき、それは神様の思考、構想、計画を意味し、ロゴ

スを理法というとき、それは理性と法則を意味します。ここで理性とは、本性相内の内的性相の

知的機能に属する理性を意味するのですが、万物を創造したロゴスの一部である理性は、人

間の理性とは次元が異なります。人間の理性は自由性をもった知的能力であると同時に、概

念化の能力または普遍的な真理追求の能力でもありますが、ロゴス内の理性は、ただ自由性

をもった思考力であり、知的能力なのです。

　そしてロゴスのもう一つの側面である法則は、自由性や目的性が排除された純粋な機械性、

必然性だけをもつものなのです。法則は、時と場所を超越して、いつどこでも、たがわずに作

用する規則的なものなのです。すなわち、機械装置である時計の時針や分針が、いつでもど

こでも一定の時を刻むのと同様なものが法則の規則性、機械性なのです。

　ロゴスとは理法です

　理法とは、このような理性と法則の統一を意味します。ここでは主として、そのような理法とし

てのロゴスを扱います。それはそうすることによって、また一つの現実問題の解決の基準を立



てるためなのです。現実問題とは、今日、社会の大混乱の原因となっている価値観の崩壊を

いかに収拾するのかという問題です。

　『原理講論』には、ロゴスは神様の対象であると同時に二性性相（ロゴスの二性性相）をもっ

ているとされています（P265）。これはロゴスが神様の二性性相に似た一種の被造物であり新

生体であることを意味すのであって、ロゴスは「性相と形状の合性体」と同様なものであると理

解することができるのです。

　しかし、ロゴスは神様の言、構想であって、それによって万物が創造されたのですから、ロゴ

スそれ自体が万物と全く同じ被造物ではありえません。神様の二性性相に似た神様の対象で

あるロゴスは思考の結果物なのです。すなわち、それは「完成された構想」を意味するのであり、

神様の心に描かれた一種の設計図なのです。私たちが建物を造るとき、まず建物に対する詳

細な設計図を作成するように、神様が万物を創造されるときにも、まず万物一つ一つの創造に

関する具体的な青写真または計画が作られるようになります。これがまさにロゴスなのです。

　ところで設計図は建築物ではないとしても、それ自体は製作物すなわち結果物であることに

違いはありません。同じように、ロゴスも構想であり設計図である以上、やはり結果物であり、新

生体であり、一種の被造物なのです。被造物はすべて神様の二性性相に似ています。それで

は新生体としてのロゴスは、神様のいかなる二性性相に似たのでしょうか。それがまさに本性

相内の内的性相と内的形状なのです。

　言い換えれば、内的性相と内的形状が一定の目的を中心として統一されている状態がまさ

にロゴスの二性性相なのです。あたかも神様において、本性相と本形状が中和（統一）をなし

ている状態が神相であるのと同様なのです。ところでロゴスは言であると同時に理法でもありま

す。それでは、ロゴスを理法として理解するとき、ロゴスの二性性相とは具体的にいかなるもの

なのでしょうか。それはまさに理性と法則なのです。理性と法則の関係は内的性相と内的形状

の関係と同じであって、内的性相と内的形状の関係は後で述べるように主体と対象の関係で

あるため、理性と法則の関係は主体と対象の関係になっているのです。

　ロゴスは理性と法則の統一体

　理性と法則の統一としてのロゴスによって万物が創造されたために、すべての被造物には理

性的要素と法則的要素が統一的に含まれています。したがって万物が存在し、運動するとき、

必ずこの両者が統一的に作用するのです。ただし低次元の万物であればあるほど、法則的要

素がより多く作用し、高次元であればあるほど、理性的要素がより多く作用しています。

　最も低次元である鉱物においては、法則的要素だけで理性的要素は全くないようであり、最

も高次元である人間においては、理性的要素だけで法則的要素は全くないようでもありますが、

実際は両者共に理性的要素および法測的要素が統一的に作用しているのです。

　したがって万物の存在と運動は、自由性と必然性の統一であり、目的性と機械性の統一な

のです。すなわち必然性の中に自由性が作用し、機械性の中に目的性が作用するのです。と

ころで今まで、自由と必然の関係は二律背反の関係にあるように理解されてきました。それは

あたかも解放と拘束が正反対の概念であるように、自由と必然も正反対の概念であるように感

じられたためなのです。

　しかし統一思想は、ロゴスの概念に関して、理性と法則を二律背反の関係とは見ないで、む

しろ統一の関係と見るのです。比喩的に言えば、それは列車がレールの上を走ることと同じな

のです。列車がレールの上を走るということは必ず守らなければならない規則（法則）であって、

万一、レールから外れると、列車自体が破壊されるだけではなく、近隣の人々や建物にも被害

を与えるのです。ゆえに列車は必ずレールの上を走らなければならないのです。そのような観

点から見て、列車の運行は順法的であり、必然的なのです。しかしいくらレールの上を走ると

いっても、速く走るか、ゆっくり走るかは機関車（機関士）の自由なのです。したがって列車の



運行は全く必然的なもののように思われますが、実際は自由性と必然性の統一になっている

のです。

　もう一つの例を挙げて説明します。自動車の運転手は青信号の時には前進し、赤信号の時

には停止するのですが、これは交通規則として誰もが守らなければならない必然性なのです。

しかし、いったん青信号になったのちには、交通安全に支障にならない限り、速度は自由に調

整することができるのです。したがって自動車の運転も自由性と必然性の統一なのです。

　以上で列車の運行や自動車の運転において、自由性と必然性が統一の関係にあることを明

らかにしましたが、ロゴスにおける理性（自由性）と法則（必然性）も同様に統一の関係にある

のです。このように、ロゴスの二性性相としての理性と法則は二律背反ではなくて統一の関係

にあることを知ることができます。

　ロゴスが理性と法則の統一であるために、ロゴスを通じて創造された万物は、大きくは天体か

ら小さくは原子に至るまで、すべて例外なく、理性と法則の統一的存在になっています。すな

わち万物は、すべて理性と法則、自由性と必然性、目的性と機械性の統一によって存在し、

運動し、発展しているのです。

　この事実は今日の一部の科学者の見解とも一致しています。例えば検流計（ポリグラフ）の

付着実験による植物心理の確認（バクスター効果）や、ジャン・シャロン（Jean Charon, 1920- ）

の複素相対論における電子や光子内の記憶と思考のメカニズムの確認、などがそうなのです。

すなわち、植物にも心があり、電子にも思考のメカニズムがあるということは、すべての被造物

の中に理性と法則、自由性と必然性が作用していることを示しているのです。

　ロゴスそして自由と放縦

　次は、ロゴスと関連して自由と放縦の真の意味を明らかにします。自由と放縦に関する正し

い認識によって、また一つの現実問題が解決されるからです。今日、自由の名のもとになされ

ている様々な秩序破壊行為と、これに伴う社会混乱に対する効果的な対策は何かということが

問題になっていますが、この問題を解くためには、まず自由と放縦の真の意味が明らかにされ

なければなりません。

　『原理講論』には「原理を離れた自由はない」（P125）、「責任のない自由はあり得ない」（P12

5）、「実績のない自由はない」（P126）と書かれています。これを言い換えれば、自由の条件は

「原理内にあること」、「責任を負うこと」、「実績をあげること」の三つになります。ここで「原理を

離れる」というのは、「原則すなわち法則を離れる」という意味であり、「責任を負う」とは、自身

の責任分担の完遂を意味すると同時に、創造目的の完成を意味するのであり、「実績をあげ

る」とは、創造目的を完成し、善の結果をもたらすことを意味するのです（P126）。ところで責任

分担の完遂や、創造目的の完成や、善の結果をもたらすことは、すべて広い意味の原理的な

行為であり、天道に従うことであり、法則（規範）に従うことです。

　したがって自由に関する三つの要件、すなわち「原理内にあること」、「責任を負うこと」、「実

績をあげること」は一言で、「自由とは原理内での自由である」と表現することができるのであり、

結局、真の自由は法則性、必然性との統一においてのみ成立するという結論になるのです。

ここで法則とは、自然においては自然法則であり、人間生活においては価値法則（規範）にな

ります。価値とか規範は秩序のもとにおいてのみ成立します。それゆえ規範を無視するとか、

秩序を破壊する行為は、本然の世界では決して自由ではないのです。

　自由とは、厳密な意味では選択の自由になりますが、その選択は理性によってなされます。

したがって、自由は理性から出発して実践に移るのです。そのとき、自由を実践しようとする心

が生まれますが、それが自由意志であり、その意志によって自由が実践されれば、その実践

行為が自由行動になります。これが『原理講論』（P125）になる自由意志、自由行動の概念の

内容なのです。



　かくして理性の自由による選択や、自由意志や、自由行動はみな恣意的なものであっては

ならず、必ず原理内で、すなわち法則（価値法則）の枠の中で、必然性との統一のもとでなさ

れなければならないのです。そのように自由は理性の自由であり、理性は法則との統一のもと

でのみ作用するようになっています。したがって本然の自由は理法すなわちロゴスの中でのみ

成立することができ、ロゴスを離れては存立することはできないのです。よく法則は自由を拘束

するもののように考えられていますが、それは法則と自由の原理的な意味を知らないことからく

る錯覚なのです。

　ところで、本然の法則や自由はみな愛の実現のためのものです。すなわち愛の中での法則

であり自由なのです。真の愛は生命と喜びの源泉です。したがって本然の世界では、喜びの

中で、法則に従いながら自由に行動するのです。それは、ロゴスが心情を土台として形成され

ているためなのです。

　ロゴスを離れた恣意的な思考や恣意的な行動は似非自由であり、それはまさに放縦です。

自由と放縦はその意味が全く異なります。自由は善の結果をもたらす建設的な概念ですが、

放縦は悪の結果をもたらす破壊的な概念です。そのように自由と放縦は厳密に区別されるも

のなのですが、よく混同されたり、錯覚されています。それは自由の真の根拠であるロゴスに

関する理解がないためなのです。ロゴスの意味を正しく理解すれば、自由の真の意味を知る

ようになり、したがって自由の名のもとであらゆる放縦が避けられ、ついには社会混乱の収拾も

可能になるのです。このようにロゴスに関する理論も、現実問題の解決のまた一つの基準にな

るのです。

　ロゴスおよび心情と愛

　終わりに、ロゴスと心情と愛の関係について述べられています。すでに明らかにしたように、

ロゴスは言または構想であると同時に理法でもあります。ところで言（構想）と理法は別のもの

ではありません。言の中にその一部として理法が含まれているのです。あたかも生物を扱う生

物学の中にその一分科として生理学が含まれているのと同じです。すなわち生物学は解剖学、

生化学、生態学、発生学、分析学、生理学など、いろいろな分科に分類されますが、その中の

一分科が生理学であるように、創造に関する神様の無限なる量と種類を内容とする言の中の

小さな一部分が理法なのであり、それは言の中の万物の相互作用または相互関係の基準に

関する部分なのです。

　言と理法は別個のものではないばかりでなく、言の土台となっている心情は、同時の理法の

土台にもなっているのです。あたかも有機体の現象の研究が生理学のすべての分科に共通

であるように、創造における神様の心情が構想と理法の共通基礎となっているのです。

　心情は愛を通じて喜ぼうとする情的な衝動です。心情が創造において言と理法の土台と

なっているということは、被造物全体の構造、存在、変化、運動、発展など、すべての現象が、

愛の衝動によって支えられていることを意味します。したがって自然法則であれ、価値法則で

あれ、必ず背後に愛が作用しており、また作用しなければならないのです。一般的に自然法

則は物理化学的な法則だけであると理解されていますが、それは不完全な理解であって、必

ずそこには、たとえそれぞれ次元は異なるとしても、藍が作用しているのです。人間相互間の

価値法則（規範）には、愛がより顕著に作用しなければならないのは言うまでもありません。

　先にロゴスの解説において、主として理性と法則、したがって自由性と必然性に関して扱い

ましたが、理法の作用においては、理法それ自体に劣らず愛が重要であり、愛は重要度にお

いて理法を凌駕することさえあるのです。

　愛のない理法だけの生活は、規律の中だけで生きる兵営のように、冷えやすく、中身のない

しいなのようにしおれやすいものなのです。温かい愛の中で守られる理法の生活においての

み、初めて百合が咲き乱れ、蝶や蜂が群舞する春の園の平和が訪れてくるのです。このことは



家庭に真の平和をもたらす真の方案は何かという、また一つの現実問題解決の基準になるの

です。すなわち心情を土台とするロゴスの理論は、家庭に対する真の平和樹立の方案にもな

るのです。

　（３）創造性

　創造性は一般に「新しいものを作る性質」と定義されています。統一原理において、創造性

を一般的な意味にも解釈していますが、それよりは「創造の能力」として理解しています。それ

は『原理講論』において「神様の創造の能力」と「神様の創造性」を同じ意味で使っているのを

見ても知ることができます（P79)。

　ところで、神様の創造性をそのように創造の性質とか創造の能力として理解するだけでは正

確な理解とはなりえないのです。すでに明らかにしたように、神様の属性を理解する目的は現

実問題を根本的に解決することにあります。したがって、神様に関するすべての理解は正確

で具体的でなければなりません。創造性に関しても同じなのです。したがって創造に関する常

識的な理解だけでは神様の創造性を正確に把握するのは困難なのです。ここに神様の創造

性、または要件が明らかにされる必要があるのです。

　神様の創造は偶発的なものではなく、自然発生的なものではさらにありません。それは抑え

ることのできない必然的な動機によってなされたのであり、明白な合目的的な意図によってな

されたのでした。そのような創造がいわゆる「心情を動機とした創造」（心情動機説）なのです。

　創造には、創造目的を中心とした内的および外的な四位基台または授受作用が必ず形成

されなければなりません。したがって神様の創造は具体的には「目的を中心とした内的および

外的な四位基台形成の能力」と定義されます。これを人間の、新しい製品をつくるという創造

に例えて説明すれば、内的四位基台の形成は、構想すること、新しいアイデアを開発すること、

したがって青写真の作成を意味し、外的四位基台形成は、その青写真に従って人間（主体）

が機械と原料（対象）を適切に用いて新製品（新生体）を造ることを意味するのです。

　神様において、内的四位基台の形成は、目的を中心とするロゴスの形成であり、外的四位

基台形成は、目的を中心として性相と形状が授受作用をして万物を造ることです。したがって

神様の創造性はそのような内的および外的四位基台形成の能力であり、言い換えれば「ロゴ

スの形成に続いて万物を形成する能力」なのです。神様の創造性の概念をこのように詳細に

扱うのは、創造に関連したいろいろな現実的な問題（例えば公害問題、軍備制限ないし撤廃

問題、科学と芸術の方向性の問題など）の根本的解決の基準を定立するためなのです。

　人間の創造性

　次は、人間の創造性に関して説明されています。人間にも新しい物を作る能力すなわち創

造性があります。これは相似の法則に従って、神様の創造性が人間に与えられたものなので

す。ところで人間は元来、相似の法則によって造られたので、人間の創造性は神様の創造性

に完全に似るように、すなわち神様の創造性を引き継ぐようになっていました（『原理講論』P7

9,114,259）。しかし、堕落によって人間の創造性は神様の創造性に不完全に似るようになった

のです。

　人間の創造性が神様の創造性に似るということは、神様が創造性を人間に賦与されることを

意味します（同上 P131,259)。それでは、神様はなぜ人間に創造性を賦与されようとしたので

しょうか。それは人間を「万物世界に対する主管位に立たせて」（同上 P132)、「万物を主管し

得る資格を得させるため」（同上 P114,131)でした。ここで万物主管とは、万物を貴く思いなが

ら、万物を願うように扱うことをいいます。つまり人間が愛の心をもって、いろいろな事物を扱う

ことを万物主管といいますが、そこには人間生活のほとんどすべての領域が含まれます。例え

ば経済、産業、科学、芸術などがすべて万物主管の概念に含まれます。地上の人間は肉身



をもって生きるために、ほとんどすべての生活領域において物質を扱っています。したがって

人間生活全体が万物主管の生活であるといっても過言ではないのです。

　ところで本然の万物主管は、神様の創造性を受け継がなくては不可能になっています。本

然の主管とは、愛をもって創造的に事物を扱いながら行う行為、例えば耕作、生産、改造、建

設、発明、保管、運送、貯蔵、芸術創作などの行為をいいます。そのような経済、産業、科学、

芸術などの活動だけでなく、ひいては宗教生活、政治生活までも、それが愛をもって物を扱う

限りにおいて、本然の万物主管に含まれるのです。そのように本然の人間においては、事物

の扱うのに、愛とともに新しい創案（構想）が絶えず要求されるために、本然の主管のためには

神様の創造性が必要になるのです。

　人間は堕落しなかったならば、そのような神様の創造性に完全に似ることができ、したがって

本然の万物主管が可能となったことでしょう。ところが人間始祖の堕落によって、人間は本然

の姿を失ってしまったのです。したがって、人間が引き継いだ創造性は不完全なものになり、

万物主管も不完全な非原理的なものになってしまったのです。

　ここに次のような疑問が生じるかもしれません。すなわち「神様が相似の法則によって人間を

創造したとすれば、人間は生まれる時から本然の創造性をもっていたであろうし、したがって

堕落とは関係なく、その創造性は持続されたのではないか。実際、今日、科学技術者たちは

立派な創造の能力を発揮しているではないか」という疑問です。

　相似の創造

　ここで、相似の創造が時空の世界では具体的にどのように現れるかを説明されています。神

様の創造とは、要するに被造物である一つ一つの万物が時空の世界に出現することを意味し

ます。したがって神様の構想の段階では、創造が超時間、超空間的になされたとしても、被造

物が時空の世界に出現するに際しては、小さな、未熟な、幼い段階から出発して、一定の時

間的経路を経ながら一定の大きさまで成長しなければなりません。そして一定の大きさの段階

にまで完成したのちに、神様の構想または属性に完全に似るようになるのです。その時までの

期間は未完成段階であり、神様の姿に似ていく過程的期間であって、統一原理ではこの期間

のことを成長期間といい、蘇生期、長成期、完成期の三段階（秩序的三段階）に区分していま

す（『原理講論』P77）。

　人間はこのような成長過程において、長成期の完成級で堕落したのでした（同上 P78)。した

がって神様の創造性を受け継ぐに際しても、未然の創造性の三分の二程度だけを受け継い

だのであり、科学者たちがいくら天才的な創造力を発揮するといっても、本来神様が人間に賦

与しようとした創造性に比較すれば、はるかに及ばないといわざるをえないのです。

　ところで、被造物の中で堕落したは人間だけです。万物は堕落しないでみな完成し、それぞ

れの次元において神様の属性に似ているのです。ここで次のような疑問が生じるかもしれませ

ん。すなわち万物の霊長であるといわれている人間が、なぜ霊長らしくなく堕落したのかという

疑問です。それは、万物が原理自体の主管性または自律性だけで成長するようになっている

のに対して、人間には、成長において、原理の自律性、主管性のほかに責任分担が要求され

たからなのです。

　創造性と責任分担

　ここで原理自体の自律性とは有機体の生命力をいい、主管性とは生命力の環境に対する影

響力をいいます。例えば一本の木が成長するのは、その内部の生命力のためであり、主管性

はその木の生命力が周囲に及ぼす影響をいうのです。人間の成長の場合にも、この原理自

体の自律性と主管性が作用しています。しかし人間においては、肉身だけが自律性と主管性

によって成長するのであって、霊人体はそうではありません。霊人体の成長には別の次元の



条件が要求されます。それが責任分担を完遂することなのです。

　ここで明らかにしたいことは、霊人体の成長とは、肉身の場合のように霊人体の身長が大きく

なることを意味するのではありません。霊人体は肉身に密着しているので、肉身の成長に従っ

て自動的に大きくなるようになってはいますが、ここでいう霊人体の成長とは、霊人体の霊性

の成熟のことであり、それは人格の向上、心情基準の向上を意味します。要するに、神様の愛

を実践しうる心の姿勢の成長が、霊人体の成長なのです。

　このような霊人体の成長は、ただ責任分担を完遂することによってのみなされます。ここで責

任分担の完遂とは、神様に対する信仰を堅持し、戒めを固く守る中で、誰の助けも受けないで、

内的外的に加えられる数多くの試練を自らの判断と決心で克服しながら、愛の実践を継続す

ることをいいます。

　神様も干渉することができず、父母もいない状況で、そのような責任分担を果たすということ

は大変難しいことだったのですが、アダムとエバはそのような責任をすべて果たさなければな

らなかったのです。しかしアダムとエバはそのような責任分担を果たすことができず、結局、サ

タンの誘惑に陥って堕落してしまったのです。それでは神様はなぜ失敗しうるような責任分担

をアダムとエバに負わせたのでしょうか。万物のように、たやすく成長しうるようにすることもでき

たのではないでしょうか。

　それは人間に万物に対する主管の資格を与えるためであり、人間を万物の主管主にするた

めだったのです（創世記 1/28、『原理講論』P131）。主管とは、自分の所有物や自分が創造し

たものだけを主管するのが原則であり、他人の所有物や他人の創造物は主管しえないように

なっています。ここに人間は万物よりあとに創造されたのですから、万物の所有者にも創造者

にもなりえないはずなのです。しかし神様は、人間を神様の子女として造られたために、人間

に御自身の創造主の資格を譲り与え、主管主として立てようとされたのです。そのために人間

が一定の条件を立てるようにせしめて、それによって人間も神様の宇宙創造に同参したものと

認めようとされたのです。

　人間の完成と責任分担

　その条件とは、アダムとエバが自己を完成させることなのです。すなわちアダムとエバが誰の

助けも受けないで自己を完成させれば、神様はアダムとエバが宇宙を創造したのと同様な資

格をもつものと見なそうとされたのでした。なぜならば、価値から見るとき、人間一人の価値は

宇宙全体の価値と同じだからです。すなわち人間は宇宙（天宙）を総合した実体相であり（『原

理講論』P60,61)、小宇宙（同上 P84)であり、また人間が完成することによって初めて宇宙創造

も完成するからです。イエス様が「たとい人が全世界をもうけても、自分の命を損したら、なん

の得になろうか。または、人はどんな代価を払って、その命を買い戻すことができようか」（マタ

イ 16/26）と言われたのも、そのような立場からです。したがってアダムとエバが自ら自身を完

成させれば、価値的に見て、アダムとエバを宇宙を創造したのと同等な立場に立つことになる

のです。

　創造は、創造者自身の責任のもとでなされます。神様が宇宙を創造されるのに神様自身の

責任のもとでなされました。そしてアダムとエバが自身を完成させることは、創造主たるべきア

ダムとエバ自身の責任なのでした。そのような理由のために、神様はアダムとエバに責任分担

を負わせたのでした。

　しかし神様は愛の神様であるがゆえに、１００パーセントの責任をアダムとエバに負わせたの

ではありませんでした。人間の成長の大部分の責任は神様が負い、アダムとエバには５パー

セントという非常に小さな責任を負わせて、その５パーセントの責任分担を果たしさえすれば、

彼らが１００パーセントの責任分担を果たしたものと見なそうとされたのでした。そのような神様

の大きな恵みにもかかわらず、アダムとエバは責任分担を果たすことができずに堕落してし



まったのです。そのために結局、神様の創造性を完全に受け継ぐことができなくなったのです。

　万一、人間が堕落しなかったとすれば、いかなる結果になったのでしょうか。人間が堕落しな

いで完成したならば、まず神様の心情、すなわち愛を通じて喜びを得ようとする情的な衝動を

そのまま受け継いで、神様が愛の神様であるように人間は愛の人間になったでしょう。そして

心情を中心とした神様の創造性を完全に受け継ぐようになったでしょう。

　これはすべての主管活動が、心情を土台とし、愛を中心とした活動になることを意味します。

すでに述べられているように、政治、経済、産業、科学、芸術、宗教などは、物質を扱う限りに

おいて、すべて主管活動ですが、そのような活動が神様から受け継いだ創造性（完全な創造

性）に基づいた愛の主管活動に変わるようになるのです。

　本然の創造性と文化活動

　心情の衝動力を動機とする知情意の活動の成果の総和を文化（心情文化）といいますが、

その知情意の活動がみな物質を扱うという点において共通であるために、文化活動は結局、

創造性による主管活動であると見ることができます。

　ところで今日の世界を見るとき、世界の文化は急速に没落しつつあります。政治、経済、社

会、科学、芸術、教育、言論、倫理、道徳、宗教など、すべての分野において方向感覚を喪

失したまま、混乱の渦の中に陥っているのです。ここで何らかの画期的な方案が立てられない

限り、この没落していく文化を救出することはほとんど絶望的である言わざるをえません。

　長い間、鉄のカーテンに閉ざされたまま強力な基盤を維持してきた共産主義独裁体制が、

資本主義体制との対決において、開放を契機として崩れ始め、今日、資本主義方式の導入を

急いでいる現実を見つめて、ある者は資本主義の経済体制と科学技術の優越性を誇るかもし

れません。しかしそれは近視眼的な錯誤です。なぜなら資本主義経済の構造的矛盾による労

使紛争、貧富の格差の増大とそれに伴う価値観の崩壊現象、社会的犯罪の氾濫、そして科

学技術の尖端化に伴う犯罪技術の尖端化、産業の発達に伴う公害の増大などは、資本主義

の固疾的な病弊であって、それらは遠からず、必ずや資本主義を衰退させる要因となることを

知らないでいるためです。

　万物主管という観点から見るとき、今日の文化的危機の根本原因は、遠く人類歴史の始めま

でさかのぼって探さなければなりません。それは人間始祖の堕落によって人間が神様の創造

性だけでなく神様の心情と愛を完全に受け継ぐことができなかったことによって、自己中心的

な存在となり、利己主義が広がるようになったことにあるのです。

　したがって今日の文化を危機から救う唯一の道は、自己中心主義、利己主義を清算し、す

べての創造活動、主管活動を神様の愛を中心として展開することなのです。すなわち世界の

各界各層のすべての指導者たちが神様の愛を中心として活動するようになるとき、今日の政

治、経済、社会、教育、科学、宗教、思想、芸術、言論など、様々な文化領域の交錯した難問

題が、根本的にそして統一的に解決され、ここに新しい真の平和な文化が花咲くようになるの

でしょう。それは共産主義文化でもなく、資本主義文化でもない新しい形態の文化であり、そ

れがまさに心情文化、愛の文化であり、中和文化なのです。このように神様の創造性に関する

理論も現実問題解決の基準となっていることを知ることができます。以上で原相の内容に関す

る説明が終えられています。

二　原相の構造

　次は原相の構造について説明されています。原相の内容では、神相と神性の一つ一つの

属性の内容を扱いましたが、原相の構造では、神相である性相と形状、陽性と陰性のうち、主

として性相と形状の相互関係を扱おうとするものです。それは神様の属性を正確知るためだけ

ではなく、関係を中心とした、いろいろな現実問題を根本的に解決する基準を見出すためな



のです。

（一）　授受作用と四位基台

　（１）性相と形状の授受作用

　性相と形状の相互関係

　『原理講論』の創造原理には、万物は「性相と形状による二性性相の相互関係によって存在

しており」（P44）、また「陽性と陰性の二性性相の関係を結ぶことによって存在するようになる」

（P43）と書かれています。これは万物の第一原因であられる神様が性相と形状および陽性と

陰性の二性性相の中和的主体であられるためです（P46)。言い換えれば、万物は相似の法則

によって創造されたため、みな例外なく神様の二性性相に似ているのです。

　ここで相対関係とは、二つの要素や二つの個体が互いに向かい合う関係をいいます。例え

ば二人の人間が対話するとき、または商品を売買するとき、対話や売買がなされる前に、二人

が互いに向かい合う関係がまず成立しなければなりません。それが相対関係なのです。そし

てそのような相対関係は、必ず相互肯定的な関係でなければならず、相互否定的であっては

なりません。

　そのような相対関係が結ばれるとき、何かを授受する現象が起こります。人間は相互に絶え

ず、言葉、金銭、力、影響、愛などを授け受けしています。自然界では天体間の万有引力、動

物と植物間の二酸化炭素と酸素の交換などが行われています。そのように両者が何かを与え

受ける現象を授受作用といいます。ところで相対関係が成立したからといって、必ず授受作用

が行われるというのではありません。両者の間に相対基準が造成されなければなりません。相

対基準とは、共通の基準すなわち共通要素または共通目的を中心として結ばれた相対関係

を意味します。したがって正確にいえば、相対的関係が成立して相対基準が造成されれば、

その時に授受作用が行われるのです。

　神様の性相（本性相）と形状（本形状）の間にも、この原則によって授受作用が行われていま

す。すなわち性相と形状は共通要素（心情または創造目的）を中心として相対関係を結び、

相対基準を造成して授受作用を持続しているのです。性相が形状に与えるのは観念的なもの

と心情的なものであり、形状が性相に与えるのはエネルギー的要素（前エネルギー）です。こ

のような性相と形状の授受作用によって、神様の属性は中和体（合性体）を成しているか、被

造物（新生体）を生じるようになっているのです。

　性相と形状の授受作用とは何か

　原相において、性相と形状が相対関係を結べば、授受作用が行われますが、すでに述べて

きたように、そのとき、必ず一定の共通要素が中心となって相対基準が造成されなければなり

ません。神様において、中心となる共通要素は心情またはその心情を土台とした創造目的で

す。そして授受作用を行えば、必ず一定の結果を得るようになります。そのように性相と形状の

授受作用には必ず一定の中心と一定の結果が伴うのです。心情が中心のとき、結果として合

性体または統一体が現れ、目的が中心のとき、結果として新生体または繁殖体が現れるので

す。ここで合性体とは一つに統一された形態をいい、新生体とは創造された万物（人間を含

む）をいいます。したがって原相において、新生体の出現は万物の創造を意味するのです。

　合性体と新生体の概念

　ここで被造世界における合性体と新生体の概念について説明されています。被造世界にお

いて、合性体は万物の存在、生存、存続、統一、空間運動、現状維持などを意味し、新生体

は新しく出現または産出される結果物を意味するのであり、新しい性質や特性、あるいはその



ような性質や特性をもった新要素、新個体、新現象を意味します。このような新生体の出現は、

被造世界においては、とりもなおさず発展を意味するのです。

　被造世界において、万物が存在、生存、存続し、運動、発展する現象が現れるのは、大きく

は天体から小さくは原子に至るまで、無数の個体相互間において、原相内の性相と形状の間

の授受作用と同様な授受作用が行われているためです。これは創造の相似の原則に従って、

個々の万物は神様の属性に似ており、万物の相互関係と相互作用は原相の構造、すなわち

性相と形状の相対的関係と授受作用に似ているからなのです。言い換えれば、すべての被造

物が存在、生存、運動、発展するためには、必ず原相内の授受作用に似なければならないの

です。

　授受作用の特徴は円満性、調和性、円滑性である

　原相内の授受作用は、心情を中心とするときも、目的を中心とするときも、円満性、円和性、

調和性、円滑性がその特徴です。心情は愛を通じて喜ぼうとする情的な衝動であり、心情は

愛の源泉です。したがって心情が中心の時には愛がわき出るようになります。その愛の授受作

用が円満なのです。目的が中心のときも同じです。創造目的は心情を土台として立てられて

いるためです。

　そのように原相内の授受作用は円満性、調和性、円滑性をその特徴としているため、そこに

は矛盾、対立、相衝のような現象は存在することはできません。言い換えれば相互作用に矛

盾、対立が現れるのは、そこに心情や目的のような共通要素としての中心がないためであり、

愛がないからなのです。つまり外的にいくら授受作用を行っても、愛が中心とならない限り、そ

の作用は調和性、円和性を現すことができず、むしろ対立、相衝が現れやすいのです。

　この原相における授受作用の円和性、調和性の理論は、数多くの現実問題の解決のまた一

つの基準となります。なぜならば今日の世界の大混乱は、数多くの相対的関係が相衝的な関

係になっているところにその原因があるからです。すなわち国家と国家との関係、イデオロ

ギーとイデオロギーの関係、共産陣営と自由陣営の関係、民族と民族の関係、宗教と宗教の

関係、政党と政党の関係、労使関係、師弟関係、父母と子女の関係、夫婦関係、対人関係な

ど、無数の「相対的関係」が相衝現象を現しているのです。このような無数の相衝関係の累積

が、今日、世界の大混乱を引き起こしているのです。したがって、このような世界的混乱を収拾

する道は、相衝的な相対関係を円和の関係、調和の関係に転換させることであり、そのために

は各相対的関係が神様の愛を中心とした授受作用の関係にならなくてはならないのです。こ

れがまた一つの現実問題解決の基準となるのです。

　（２）四位基台の形成および主体と対象

　四位基台とは何か

　性相と形状の授受作用には、これまで述べてきたように必ず中心（心情または目的）と結果

（合性体または新生体）が伴うために、授受作用には必ず中心、性相、形状、結果の四つの要

素が関連するようになります。この四つの要素の相互関係は位置の関係です。すなわち授受

作用において、中心、性相、形状、結果は一定の位置を占めたあと、互いに関係を結んでい

ると見るのです。授受作用がなされるときの、このような四つの位置の土台を四位基台といいま

す。授受作用は、原相においても被造世界においても、またいかなる類型の授受作用であっ

ても、例外なく、この四位基台を土台として行われます。したがって、この四位基台は人間を含

む万物が存在するための存在基台でもあります。

　性相と形状が授受作用をするときの、両者は同格ではありません。すなわち各位が異なるの

です。ここで格位とは資格上の位置をいいますが、資格とは主管に関する資格を意味します。

（『原理講論』P131）。実際、格位とは能動性に関する位置をいうのであって、性相と形状が各



位が異なるということは、性相は形状に対して能動的な位置にあり、形状は性相に対して受動

的な位置にあることを意味するのです。そのとき、能動的位置にある要素や個体を主体といい、

受動的な位置にある要素や個体を対象といいます。したがって性相と形状の授受作用におい

て、性相が主体、形状が対象の立場になるのです。

　四位基台とは、中心、主体、対象、結果の四つの位置からなる基台であって、いかなる授受

作用も必ずこの四つの位置からなる四位基台に基づいて行われます。四位基台に基づいて

あらゆる授受作用が行われるということは、いかなる授受作用においても、中心、主体、対象、

結果という四つの位置は固定不変ですが、その位置に立てられる実際の要素は様々であるこ

とを意味します。

　例えば家庭的四位基台において、中心の位置には家訓や家法あるいは祖父母が立てられ、

主体の位置には父が、対象の位置には母が、そして結果の位置には家庭の平和や子女の繁

殖などが立てられます。また主管的四位基台、例えば企業活動においては、中心の位置には

企業の目的や理念が立てられ、主体の位置にはいろいろな人的要素（管理職や従業員）、対

象の位置には物的要素（機械、原資材）、そして結果の位置には生産物（商品）が立てられる

ようになります。また太陽系においては、中心は創造目的、主体は太陽、対象は惑星、結果は

太陽系です。人間においては、中心は創造目的、主体は心、対象は体、結果は人間（心身統

一）になります。このように四位基台において、実際に立てられる要素（定着物という）は様々

ですが、四つの位置だけは常に中心、主体、対象、結果として固定不変なのです。

　主体と対象の概念

　次は、主体と対象の概念をより具体的に説明されています。そうすることによって授受作用の

性格がより具体的に把握することができるからです。先に主体は「能動的」な位置にあり、対象

は「受動的」な位置にあると説明しましたが、これをもう少し具体的に説明すれば、主体が「中

心的」なとき、対象はそれに対して「依存的」であり、主体が「動的」なとき、対象はそれに対し

て「静的」であり、主体が「積極的」なとき、対象はそれに対して「消極的」であり、主体が「創造

的」なとき、対象はそれに対して「保守的」なのです。そして主体が「外向的」なときには対象は

「内向的」なのです。

　被造世界において、大きくは天体から小さくは原子に至るまで、このような主体と対象の関係

は限りなく多いです。例えば太陽系における太陽と惑星の関係、原子における陽子と電子の

関係は中心的と依存的の関係であり、動物の親と子、保護者と被保護者の関係は動的と静的

の関係であり、指導する者と指導される者、与える者と受ける者の関係は積極性と消極性の関

係または能動性と受動性の関係になります。また家庭生活において、絶えず家庭の繁栄を図

る夫は、創造的または外向的であり、家庭を内的に、こまめに切り盛りしていく妻は、それに対

して保守的または内向的です。

　ところで被造世界において、主体と対象の概念は相対的なものです。たとえ一個体が主体

であるといっても、その個体の上位者に対しては対象となり、たとえ一個体が対象であるといっ

ても、その個体の下位者に対しては主体となるのです。

　主体と対象の格位は異なる

　そのように主体は対象に対して相対的に中心的、動的、積極的、創造的、能動的、外向的

であり、対象は主体に対して依存的、静的、消極的、保守的、受動的、内向的です。被造世

界における、そのような主体と対象の差異の根源は原相内の四位基台の主体と対象の格位

の差異にあるのです。

　主体と対象の間においてのみ授受作用が行われます。すなわち格位の差がある所に授受

作用が行われるのです。言い換えれば、二つの要素または個体が同格の場合は授受作用が



行われず、むしろ反発が起こりやすいのです。陽電気と陽電気の間に行われる反発がその例

です。

　主体と対象の格位の差は秩序を意味します。したがって秩序のある所においてのみ授受作

用が行われるという結論になるのです。このような主体と対象の授受作用の理論は現実問題

解決のまた一つの基準となります。すでに指摘されているように、今日、世界は収拾のつかな

い大混乱に陥りつつありますが、その理由はほとんどすべての相対関係が円満な授受関係に

なりえず、相衝関係になってしまったためです。言い換えれば、相対関係が主体と対象の関

係にならないで、主体と主体の反発の関係になってしまったためなのです。

　したがって、世界の混乱を収拾する道は秩序を正すことであり、秩序を正すためには主体と

主体の相衝的な関係を調和的な関係に転換させなければなりません。そのためには、主体と

対象の関係の必然性または当為性が明らかにされなければならないのです。ここに主体と対

象の関係の基準または根拠が必要となるのです。それがまさに原相内の四位基台理論、また

は主体と対象の授受作用の理論なのです。このようにして、原相における主体と対象に関する

理論も現実問題解決の基準となることが分かります。

　相対物と対立物

　次に、主体と対象に関連して、相対物と対立物の概念について述べられています。主体と対

象の原理的関係は目的を中心とした相対的関係であるために、調和的であり、相衝的ではあ

りません。二つの要素または二つの個体が調和的であるととき、この二つの要素または個体を

統一思想では相対物といい、その関係が相衝的であるときにはこの二つの要素または個体を

対立物といいます。相対物の間には調和があって発展がなされますが、対立物の間には相衝

と闘争があって発展が停止するか、破綻をきたすだけなのです。共産主義は矛盾の理論、対

立物の理論である唯物弁証法によって、政治、経済、社会、文化を変革しようとしたために、

結局収拾のつかない破綻をきたしてしまったのです。

　目的を中心とした相対物（主体と対象）の授受作用によって発展はなされるのであり、目的の

ない対立物の相衝作用によっては決して発展はなされません。このようにして相対物の理論

は、今日の共産主義の混乱のみならず、自由世界の混乱までも根本的に収拾する方案にな

るのです。したがって、相対物の理論もまた一つの現実的問題解決の基準になるのです。次

は、四位基台の種類に関して説明されています。

（二）　四位基台の構成

　（１）四位基台の構成要素

　これまで紹介したように、原相における性相と形状の授受作用は中心によって二つの結果を

生じます。一つは合性体であり、他の一つは新生体です。すなわち心情が中心の時は合性体

となり、目的（創造目的）が中心の時には新生体を生じるのです。このような二つの結果は、被

造物相互間の授受作用においても同じです。被造物の授受作用が原相内の授受作用に似

ているためです。

　これは、授受作用に二種類があることを意味します。すなわち心情が中心で結果が合性体

である場合の授受作用と、目的が中心で結果が新生体である場合の授受作用がそれになりま

す。前者は性相と形状が授受作用をして中和を成す場合であり（『原理講論』P47）、後者は性

相と形状が授受作用をして神様の実体対象を繁殖する場合（同上、P54)、すなわち万物を創

造する場合をいいます。

　このような授受作用は被造物、特に人間においても現れます。人間は心と体の統一体です

が、それは目的（創造目的）を中心として性相と形状が授受作用によって合性体を成している

状態です。また人間は心において構想し、その構想に従って手と道具を動かして絵を描いた



り彫刻を彫ったりします。これを原理的に表現すれば、目的（作品を造ろうとする目的）を中心

として性相と形状が授受作用をして新生体を造るということなのです。

　合性体を成す場合の授受作用において、授受作用の前後の性相と形状は本質的に異なっ

たものではありません。すんわち性相も形状も授受作用の前後で同じなのです。ただ両者が

結合して一つに統一されただけなのです。例えば男女の結婚において、男性は結婚の前にも

後にも同一の男性であり、女性も結婚前にも後にも同一の女性です。ただ違うのは、結婚後は

男女が一体になったという点です。ところが新生体を成す場合の授受作用においては、授受

作用をする前の性相と形状と、授受作用をした後に現れた結果とは本質的に異なっています。

授受作用の結果新生体が造られるからです。

　ここで前者すなわち合性体を成す場合の授受作用を自己同一的授受作用または簡単に自

同的授受作用といい、後者すなわち新生体を生じる場合の授受作用を発展的授受作用とい

います。この両者を変化と運動という観点から見るとき、前者は授受作用の前後で性相と形状

が変化しないので静的授受作用ともいい、後者は授受作用によって変化した結果として新生

体が現れるので動的授受作用ともいいます。

　ところで、性相と形状の授受作用は、位置という観点から見るとき、実は主体と対象間の授受

作用なのであり、それに中心と結果の位置を含めると、主体と対象の授受作用は結局、四位

基台の形成なのです。したがって位置的に見るとき、自同的授受作用は自同的四位基台とな

るのであり、発展的授受作用は発展的四位基台となるのです。このようにして四位基台には合

性体を成す自同的四位基台と、新生体を成す発展的四位基台の二つの種類があることが分

かります。

　（２）内的四位基台と外的四位基台

　ところで四位基台には、そのほかにまた異なる二種類の四位基台があります。それが内的四

位基台と外的四位基台です。この二種類の四位基台は授受作用に内的授受作用と外的授

受作用があることから説明されます。

　「原相の内容」において、本性相は機能的部分と対象的部分の二つの部分からなっているこ

と、機能的部分を内的性相、対象的部分を内的形状と呼ぶことを明らかにしました。すなわち

本性相の内部に性相と形状があるということなのです。

　本性相を中心として見るとき、その内部にも性相（内的性相）と形状（内的形状）があり、外部

にも性相（本性相）と形状（本形状）があるということになります。性相と形状が共通要素を中心

として相対関係を結べば必ず授受作用が行われます。したがって外部の本性相と本形状の

間のみならず、内部の内的性相と内的形状の間にも授受作用が行われるのです。前者を外

的授受作用といい、後者を内的授受作用といいます。この内的授受作用にも中心（心情また

は目的）と結果（合性体または新生体）が含まれるのはもちろんです。内的授受作用によって

内的四位基台が、外的授受作用によって外的四位基台が形成されます。

　本性相を中心とする内外の授受作用は、人間においては内的生活と外的生活に相当しま

す。内的生活とは内面生活すなわち精神生活を意味し、外的生活とは他人と接触しながら行

う社会生活をいいます。内的生活も授受作用であり外的生活も授受作用なのですが、内的生

活は心の内部で行われる授受作用すなわち内的授受作用であり、外的生活は他人との間に

行われる授受作用すなわち外的授受作用です。そして、その由来がまさに原相の内的授受

作用と外的授受作用なのです。このように本性相に由来する内的および外的授受作用は、人

間のみならず、すべての被造物の個体において例外なく現れているのです。

　すでに述べてきたように、性相と形状の関係は主体と対象の関係であり、中心と結果を含め

た主体と対象の授受作用は四位基台を形成します。したがって位置的に見るとき、内的授受

作用は内的四基台を意味し、外的授受作用は外的四位基台を意味します。すなわち、本性



相は内外に四位基台を形成しているのです。原相における性相を中心として見た、このような

内的四位基台と外的四位基台の構造を「原相の二段構造」と呼びます。そして被造物も原相

の構造に似て、個体ごとに内外に四位基台を形成しているので、それを「存在の二段構造」と

いいます。

　（３）原相の二段構造と存在の二段構造

　すべての被造物は例外なく本性相に由来した内的および外的授受作用を現しています。言

い換えれば、すべての被造物が存在するために、例外なく内的四位基台および外的四位基

台を形成しているのです。原相における授受作用は、心情または創造目的を中心とした円満

で調和的な相互作用です。したがって万物は例外なく創造目的を中心として、円満な内的お

よび外的な授受作用をなして内的および外的な四位基台を形成しています。ところが人間は

内的生活（精神生活）すなわち内的四位基台と外的生活（社会生活）すなわち外的四位基台

の形成において、心情（愛）や創造目的を中心とすることができず、自己中心になってしまい、

相衝、葛藤、対立、闘争、紛争などの社会混乱を引き起こしているのです。

　したがってこのような性格の社会混乱（現実問題）を根本的に収拾する道は、人間が内的お

よび外的に本然の四位基台を形成することなのです。つまり本性相を中心とした内的四位基

台および外的四位基台の理論もまた現実問題解決の基準になるのです。そのように、原相内

の内的四位基台および外的四位基台は被造物の存在方式の基準になっているのです。

　以上で、原相における内的および外的な四位基台からなら「原相の二段構造」と、被造物に

おける内外の四位基台からなる「存在の二段構造」について説明しました。創造の相似の法

則によって「存在の二段構造」は「原相の二段構造」に似ているのです。

（三）　四位基台の種類

　それでは、再び本論に戻って四位基台の種類を扱うことにします。先に四位基台には自同

的四位基台と発展的四位基台のほかに、内的四位基台と外的四位基台という異なる二種類

の四位基台があることを明らかにしました。したがって四位基台は四種類あるという結論になる

のです。実際には、これらが互いに組み合った次のような四位基台が形成されています。すな

わち内的自同的四位基台、外的自同的四位基台、内的発展的四位基台、外的発展的四位

基台です。次に、これらの四位基台について説明されています。

　（１）内的自同的四位基台

　これは、内的自同的四位基台は内的四位基台と自同的四位基台が組み合わさったもので

す。すなわち本性相の内部の内的四位基台が自己同一性つまり不変性をもつようになったも

のをいいます。

　自同的四位基台とは、性相と形状が授受作用を行ったのち、その結果として合性体または

統一体を成す四位基台を意味します。ところが、そのような四位基台が実は内外に同時に形

成されるのです。例えば人間の場合、誰でも考えながら生活していますけど、考えるということ

は内的に内的性相と内的形状が授受作用すること、すなわち内的四位基台の形成を意味し

ます。そして生活するとは、外的に他人と授受作用すること、すなわち外的四位基台を形成を

意味します。

　ここでの「考え」とは漠然とした非生産的な考えであって、その考えの結果はただ心の一つの

状態であるだけです。すなわち内的性相と内的形状の合性体であるだけなのです。そのよう

な合性体を成す容易基台が自同的四位基台ですが、それが内的に心の中で成されるので内

的自同的四位基台となります。

　被造物の内的自同的四位基台において、その中心は心情または創造目的であり、主体と対



象の授受作用は円満に調和的になされ、その結果は合性体（統一体）になります。すべての

被造物は例外なく他者と授受作用をしていますが、そのとき必ず被造物の内部において授受

作用が行われ、四位基台が形成されています。そのような被造物の内的自同的四位基台の

原型が、本性相内の内的自同的四位基台なのです。

　（２）外的自同的四位基台

　これは、外的四位基台と自同的四位基台が一つに組み合わさったものです。すなわち本性

相の外部の（本性相と本形状の）外的四位基台が自己同一性（不変性）を帯びるようになった

ものをいい、神様が万物を創造する直前の属性の状態、すなわち性相と形状が中和を成した

状態を意味するのです。私たちは家庭的にも社会的にも他人と関係を結んで助け合い、頼り

合いながら生きています。そのときの四位基台がまさに外的自同的四位基台なのです。

　ただし、その時、内的自同的四位基台が伴うようになります。その良い例が夫婦生活です。

夫と妻がそれぞれ内的生活すなわち内的自同的四位基台を形成しながら、その土台の上で

互いに協助し和合して夫婦一体（合性体）を成しているのであって、それが外的自同的四位

基台の形成なのです。そのように外的自同的四位基台は内的自同的四位基台と不可分の関

係をもっており、内的自同的四位基台の土台の上に外的自同的四位基台が成立するのです。

　次は、万物相互間の実例として太陽と地球の例を挙げています。太陽と地球は万有原力

（万有引力）を授け受けながら授受作用を行っています。そのとき、太陽が主体であり地球は

対象です。したがって太陽は地球に対して中心的であり、地球は太陽に対して依存的なので

す。

　被造世界において、授受作用は原則的に、対象が主体を中心として回る円環運動として現

れます。それは、原相内の性相と形状の授受作用の円和性を象徴的に表現しているのです。

言い換えれば、被造世界において一定の円環運動が起これば、そこには必ず主体と対象間

の授受作用がなされているのです。

　太陽と地球の関係において、地球は太陽を中心に回りながら（公転）、地球自体も回ってい

ます（自転）。これは地球と太陽系の自己同一性を維持するためなのです。すなわち地球は自

転を通じて自体の存立（自己同一性）を維持し、公転を通じて太陽と共に太陽系全体の存立

（自己同一性）を維持しています。地球のこのような自転と公転は、内的に地球の内部で自己

同一性の維持のための授受作用が行われ、外的に太陽との間に自己同一性の維持のための

授受作用が行われていることを示しているのです。一方で太陽は、太陽として自転し自己同

一性を維持しながら、同時に地球に対しては主体として地球の中心となって地球を主管して

いるのです。すなわち地球に万有原力（万有引力）と光を与え、地球の公転を助けながら、地

球上の生物を生かしているのです。それだけでなく、銀河系の中心に対しては対象となって

銀河系の周辺を公転しています。そのように太陽と地球の例を見るとき、そこに内的自同的四

位基台と外的自同的四位基台が同時に造成されていることを知ることができます。それは両

者が不可分の関係にあるからなのです。

　このような内的自同性の維持と外的自同性の維持を現す円環運動、すなわち自転と公転は、

本膳の人間生活においても同じなのです。ただし人間生活は精神と精神の関係を中心とした

生活であるために、円環運動は物理的な運動ではなくて、原相の場合と同じように愛を中心と

した円満性、調和性、円滑性を帯びた授受作用を意味します。したがって内的な自己同一性

（内的自同的四位基台）の維持は、愛を中心として他人と和解しながら、よりよく他人に奉仕し

ようとする心の姿勢として現れます。外的な自己同一性（外的自同的四位基台）の維持は、対

象においては、主体を中心とする公転運動として現れます。すなわち、主体に対する感謝に

満ちた従順さとして現れます。主体においては、対象に対する主管は真理の力と愛の光とし

て現れます。すなわち、対象をよく教えながら継続して愛を施す姿勢として現れます。



　以上は、本然の世界において造成される内的自同的四位基台と外的自同的四位基台に対

する説明ですが、今日の堕落した社会では、その模範的な例をほとんど見出すことができな

いようになりました。そして価値観の総体的な崩壊と社会的犯罪の増大を招いているのです。

言い換えれば、原相の内的および外的な自同的四位基台理論は現実問題の解決のまた一

つの重要な基準となるのです。

　（３）内的発展的四位基台

　これは、内的四位基台と発展的四位基台が組み合わさったものです。すなわち本性相内の

内的四位基台が発展性、運動性を帯びるようになったものをいいます。ここに発展的四位基

台とは、創造目的を中心として主体と対象が授受作用を行い、新生体を生じるときの四位基

台を意味します。

　四位基台は内外において形成されます。しかし自同的四基台の場合とは違って、発展的四

位基台の場合、同時的ではなくて継時的になります。すなわち、まず内的な発展的四位基台

が形成され、続いて外的には発展的四基台が形成されるのです。

　内的発展的四位基台は創造において最初に形成される四位基台です。例えば人間が製品

を作るとか作品を作るとき、まず心で構想し、計画を立てます。次のその構想や計画に従って

道具や機械を使用して製品を（作品）を製作（創作）します。そのように構想の段階が先であり、

製作の段階が後です。構想は心で行うために内的であり、製作は道具や機械を使用しながら

行うために外的です。構想も製作も授受作用による四位基台の造成です。そして構想した結

果も新生体であり、製作した製品も新生体です。ここに構想は漠然たる構想ではなく、一定の

製品を製作しようとする明確な目標に基づいた構想です。製作の場合も同じです。

　したがって構想段階の四位基台はいずれも目的を中心とした四位基台です。そのように目

的と新生体を伴った四位基台が発展的四位基台なのですが、それが内外の二段階として形

成されます。初めの構想段階が内的発展的四位基台、次の製作段階が外的発展的四位基

台なのです。

　人間の制作活動において、まず構想が立てられるのは、その原型が「原相の構造」にあるか

らです。それがまさに本性相の目的を中心とした内的性相と内的形状の授受作用であり、ロゴ

スを形成する内的発展的四位基台なのです。そのように、原相の内的発展的四位基台が被

造物のすべての内的発展的四位基台の原型になっているのです。

　それでは本性相内の発展的四位基台に関して、さらく詳しく説明します。そのために「中心

＝目的」、「主体＝内的性相」、「対象＝内的形状」、「内的授受作用」、「結果＝構想」などの

項目に分けて説明してゆきます。

　１　中心＝目的

　内的発展的四位基台の中心は目的（創造目的）ですが、それは心情、すなわち愛そうとする

情的な衝動に基づいた創造目的です。そのように神様の創造は真情を動機としているために、

創造の目的を愛の対象を立てて、被造世界に愛を実現することなのです。そうすることによっ

て神様は喜びと慰めを得ようとされたのです。人間は神様の直接的な愛の対象として造られ、

万物は人間の愛の対象として造られました。したがって人間の被造目的は、人間が互いに愛

し合い、万物を愛することによって、神様に喜びと慰めを与えることにあり、万物の被造目的は、

互いに調和しながら人間に美と喜びを与えることにあるのです。しかし、堕落のために人間は

互いに愛し合うことができなくなり、万物を愛せなくなったのです。そして、万物の美しさも全面

的に受け入れることができないようになったのです。そのため神様を悲しませ、万物を苦しめる

よな結果となったのです（ローマ 8/22）。

　人間は、創造の相似の法則に従って神様に似るように造られました。創造目的においても同



じです。すなわち人間のすべての創造活動（製作、生産、創作など）の目的は、神様の創造目

的に従って神様の愛を実現することなのです。しかし、堕落によって人間は自己中心的になり、

神様の愛を実現することができなくなりました。そして天道に背いた結果となり、人間社会は混

乱に陥るようになったのです。したがって今日の世界的大混乱を収拾する方案の一つは、す

べての創作活動において、その目的を神様の創造目的に一致させることなのです。したがっ

て内的発展的四位基台の中心である目的に関する理論も、現実問題解決のまた一つの基準

となるのです。

　２　主体＝内的性相

　内的性相とは何か

　内的発展的四位基台において、主体の立場にある要素は内的性相です。内的性相とは知

情意の機能ですが、この三つの機能はそれぞれ別個の独立した機能ではなく、互いに連結さ

れています。知的機能にも情と意が含まれており、情的機能にも知と意が含まれており、意的

機能にも知と情が含まれているのです。すなわち三つの機能は統一されていて、その統一体

がある時は知的機能をより多く発揮し、ある時は情的機能をより多く発揮し、ある時は意的機

能をより多く発揮するのです。知情意の機能というとき、このような性格の三機能として理解す

る必要があります。そして内的発展的四位基台形成において、神様はこのような性格の三機

能を発揮したと見られるのです。

　そのように知情意の三機能を理解するとき、現実世界において、知情意の三機能に対応す

る本然の真美善の価値も共通要素をもっていることが分かります。さらにこの真美善の三つの

価値に対応する文化の三大領域（科学・哲学などの学問分野、芸術分野、宗教・道徳分野）も

共通要素をもっており、それらの中間領域もあることが分かるのです。

　この事実は創造と関連して現実的に重要な意味を持ちます。すなわちそれは、神様が創造

において心情を動機として創造目的を立て、その目的を中心として知情意の三機能を総動員

して、全力投入しながら創造をなされたことを意味するからです。（文先生は「神様は天地創造

において自身を全力投入した」と語られていました）。そればかりでなく、再創造においても知

情意の機能をすべて集中させたことを意味するのです。さらには復帰歴史において、特に末

世的な混乱が続く今日、知情意のそれぞれに対応する科学、哲学などの学問分野、音楽、舞

踊、絵画、彫刻、文化、詩などの芸術分野、宗教、道徳、教育などの規範分野の三大文化分

野は、神様の創造理想世界の実現、すなわち統一文化世界、心情文化世界の創建に総動員

されなければならないことを意味するのです。

　それにもかかわらず、今日、すべての文化領域は方向感覚を喪失しているだけでなく、次第

により低俗な方向に堕ちていっています。ここに共産主義や金日成主体思想のような似非改

革思想が浸透して、すべての文化領域、特に芸術分野に対して、プロレタリア芸術とか民衆芸

術などと言いながら、より低俗化させ、不毛化させているのです。それは背後のサタンのなせ

るわざなのです。

　したがって今日、文化領域に携わっているすべての知性人、学者たちの使命が明白になっ

てきます。それは神様の創造目的を正しく理解し、創造目的を実現し、創造理想世界を建設

するために、すなわち統一文化（心情文化）世界を創建するために総決起し、総進軍しなけれ

ばならないということなのです。このように見るとき、創造に際して、原相の内的発展的四位基

台の形成において、内的性相である知情意の三機能が目的を中心に総動員されたという事

実も、現実問題の解決の重要な基準になっていることが分かります。

　内的性相は肉心と生心の統一体です

　ここで付言されていることは、人間の知情意には肉身と霊人体の知情意が共に含まれている



という事実です。人間は肉身と霊人体の二重体（統一体）であるために、人間の心（本心）も肉

心と生心の統一体になっています。したがって内的性相においても、肉身の知情意の機能と

生心の知情意の機能が複合的に統一されているのです。

　肉心の知的機能は感覚と知覚の程度であり、せいぜい若干の悟性的機能を現すにすぎま

せん。しかし生心の知的機能は感性、悟性、理性をみなもっており、普遍的真理を体得するこ

ともできます。生心はまた自己を認識し反省する能力、すなわち自我意識をもっています。大

脳生理学者のジョン・エックルスや生物学者のアンドレ・グド＝ペロのような科学者が、人間に

だけ自我意識があると言ったのは、人間には生心があるためなのです。

　肉心の情的機能も生心の情的機能に比べれば低次元です。肉心の情的機能は生心と同じ

ように喜怒哀楽を感じ、限られた範囲内では愛他心も発揮します。しかし生心の情的機能は

高次元であって、それゆえ人間は芸術生活をすることができるのです。自己の命まで捧げて

民族や人類を愛するのも人間が生心をもっているためなのです。

　肉心の意的機能も生心の意的機能に比べれば低次元です。意的機能は意欲性であって、

創造目的（個体目的と全体目的）を達成しようとする実践心（実践力）または決断心（決断力）

をいいます。動物の創造目的は主に物質生活（食べる、生きる、子を生むなど）を通じて達成

されますが、人間の創造目的は肉身生活を基礎としながら精神生活（真美善の価値の生活）

を通じて達成されるのです。したがって意的機能においても、動物と人間の間には顕著な差

異があるのです。すなわち動物の意的機能は衣食住と性に関するものですが、人間の意的機

能は肉心の意的機能と生心の意的機能が合わさったものです。しかも本然の人間においては

生心の機能が肉心の機能より優位にあるために、人間の意的機能は先次的に価値（精神的

価値）を追求し後次的に物質生活を追及するのです。

　以上、人間の知情意の機能は、肉心の知情意と生心の知情意の統一されたものであるとい

うことが明らかにされました。すなわち知的機能は二つの心（肉心と生心）の知的機能の統一

であり、情的機能も、意的機能も、二つの心のそれぞれの機能の統一なのです。さらにこのよ

うに統一された知的機能、情的機能、意的機能の三つの機能までも、互いに分離されている

のではなく、統一されているのです。統一思想の認識論においては、この内的性相の統一さ

れた側面を特に取り上げて、これを「霊的統覚」と呼んでいます。生心を中心として統一された

認識能力という意味です。そして、このように内的性相を知情意の統一体と見る観点は、自由

の問題に対して、伝統的な未解決の問題に解決を与えているのです。

　３　対象＝内的形状

　内的形状とは何か

　次は発展的四位基台において、対象の立場にある内的形状について説明されています。こ

れまで述べられているように、内的形状は本性相内にある形の部分であって、観念、概念、原

則、数理などです。観念とは、すでに創造されたか、または将来、創造される被造物の一つ一

つの具体的な表象（映像）です。概念は、一群の観念に共通した要素を心の中に映像化した

ものです。原則は、被造世界の自然法則と規範法則などの根本原因となる法則です。そして

数理は、数的原理として自然界の数的現象の究極的原因です。

　それでは内的形状を成している要素を創造と関連させてみることにします。内的形状は、神

様の宇宙創造におて、いかなる役割を果たしのでしょうか。比喩的に言えば、鋳型の役割を果

たしのです。鋳型とは、溶けた金属の液体（融解液）を注いで製品を造るときの型を意味しま

す。創造において、融解液に相当するものが本形状、すなわち前エネルギーです。つまり、あ

たかも人間が鉄の融解液を鋳型に注いで鉄製品を造るように、神様は内的形状という霊的鋳

型に本形状という霊的液体を注ぎ入れるような方式で万物を造られたと見るのです。



　内的形状は一種の鋳型である

　ところで、神様の内的形状内の鋳型は人工の鋳型とは異なり、外見のみの鋳型ではありませ

ん。それは内容、すなわち細密な内部構造までも備えた鋳型です。人間の創造に際しての鋳

型は、五臓六腑をはじめ、各種の器官、組織、細胞に至るまでの細密な構造を備えた鋳型で

あり、創造においてそのような鋳型の役割をなしたのが内的形状の観念、概念、原則、数理な

どであると見るのです。私たちが万物を見るとき、大小に限らず、万物は必ず一定の形をもっ

ており、一定の種類に従って共通性をもっており、一定の法則が作用し、一定の数的内容を

もっていることを見ることができます。これはあたかも鉄製品の形がその鋳型に似るように、万

物はみな霊的鋳型である内的形状に似たものであると見るのです。

　以上説明した内的形状は、創造に直接関連したもの、すなわち被造物の直接的模型となっ

たものです。しかし、そのほかに創造も模型とは無関係な観念、概念、原則、数理はいくらでも

あるということを明らかにされています。例えば「神様」、「私」、「父母」、「美」、「理想」、「目的」

などの観念や概念は、時空の世界に万物として造られることはないのです。これらは創造と間

接的に関連はありますが、直接的に被造物になることはできないものなのです。

　４　内的授受作用

　内的授受作用とは何か

　本性相内において、新生体の形成のための授受作用によって内的発展的四位基台が形成

されますが、そのときの授受作用が内的授受作用です。この授受作用もやはり主体と対象間

の授受作用であって、それは内的性相である知情意の統一的機能と内的形状との授受作用

を意味します。もちろん創造目的を中心とした授受作用です。この内的授受作用は要するに

「考えること」、「思考すること」、「構想すること」を意味します。なぜならば本性相は神様の心で

あり、その心の中でなされる授受作用であるからです。

　ここで、「考えること」をなぜ授受作用と見るのでしょうか。私たちが常識的に知っている考え

とは、次のような機能を果たす心の作用です。すなわち、記憶、回想、判断、関心、計画、意

見、理解、想像、推測、推理、希望、思索、瞑想、解釈などの心の作用です。甚だしくは妄想

までも心に現れる現象であるために、やはり考えの概念に含めることができるでしょう。

　このような心の現象（考え）は、過去に経験したことに対する考え、現在の状況に対する考え、

そして未来のことに対する考えの三種類に区分することができます。過去に経験したことに対

する考えとは、記憶に関することであり、現在の状況に対する考えとは、意見、推測、理解など

に関することであり、未来のことに対する考えとは、計画、希望、理想などに関することになりま

す。ここで指摘すべきことは、いかなる考えも、あらかじめ心の中に一定量の観念（映像）が

入っていなければ成立しないという事実です。そのような心の観念はひとえに経験を通じての

み形成されます。すなわち、私たちが目を閉じても、心の中で鳥を考え、花を考えることができ

るのは、実際に過去に鳥や花を見た経験があるからなのです。

　観念の操作

　考えるのに一定量の観念が必要であるということは何を意味するのでしょうか。過去のことを

思い出すだけでなく、現在のことを考察し、未来のことを見通す考えまでも、すべて過去に一

度経験した観念をもつことによってのみ可能であるということを意味するのです。したがって過

去の経験が豊かであるほど、すなわち経験した観念が多いほど、多く考えることができるので

す。これはあたかも、貯蓄を多くしておけば、いつでも必要な時に引き出して生計を増やすこ

とができるのと同じです。また私たちが家財道具を多く倉庫に蓄えておけば、いつでも必要な

時に引き出して使うことができるのと同じです。私たちが知識を学び見聞を広げるのも、結局

は記憶の倉庫にいろいろな観念を多く貯蓄するためであり、実際、たくさん貯蓄されているの



です。そのように、考えるとは倉庫から貯蓄物を引き出して必要な時に適切に使用するように、

記憶の倉庫から観念を取り出していろいろと扱うことを意味するのです。そのようなプロセスを

統一思想では「観念の操作」といいます。

　観念とは、心に保管されている表象または映像のことなのですが、それぞれの事物に対する

映像のような簡単なものを単純観念といい、単純観念が二つ以上複合されたものを複合観念

といいます（ただし、これは比較上の相対的な概念です）。ここで操作とは、機械のようなものを

あれこれ扱うことを意味します。すなわち、必要な部品や機械を貯蔵所から取り出すこと、必要

な機械と機械を連結させること、必要に応じて機械を構成部分に分解すること、部品を集めて

新しい機械を組み立てること、機械の母体はそのままにしておいて二つの部品の位置を交換

すること、いろいろな機械を連結させて一つに統一することなどの作業を意味するのです。

　観念の操作は授受作用です

　以前の内容と同様な方式で観念を扱うことが観念の操作です。すなわち、まず機械の取り出

しに相当する観念の操作が「想起」であり、機械の連結の操作に相当するのが観念と観念の

「連合」または「複合」であり、機械の分解に相当するのが観念の「分析」であり、新しい機械の

組み立てに相当するのが新しい観念の「構成」であり、部品の位置の交換に相当するのが観

念の「換位」であり、いろいろな機械の連結、統一に該当するのが観念の「総合」であり、その

ほかに、重要な観念の操作の一つに、一定の観念を「そうでない」と否定することもありますが、

これを「換質」といいます。要約すれば、観念の操作とは、過去に経験したいろいろな観念の

中から必要なものを用いて、想起、連合、分析、総合、換位、換質などを行うことをいいます。

　想起は過去の経験の中から必要な観念を取り出すことであり、連合は一つの観念を考えると

き、それによって他の観念が連想されることです（例えば父親を考えるときには母親が連想さ

れる）。いくつかの小さな観念が集まって大きな観念を成すのが構成です（例えば、土台、礎

石、柱、桁、梁、大梁、たる木、屋根、部屋などの観念が集まって、家庭という大きな観念が構

成される）。ある観念を小さい観念に区分するのが分析です（例えば、人体は神経系統、消化

器系統、感覚器官、循環器系統、呼吸器系統、筋肉組織、泌尿器、内分泌腺、リンパ系統な

どから成っているという時の細分する方式）。分析したいろいろな観念を再び一つの大きな観

念に総合する方式が総合です（例えば、神経系統、消化器系統、感覚器官、循環器系統、呼

吸器、泌尿器などが合一したものが人体であるというときの思考方式）。一つの判断の意味を

変えないようにしながら主語と述語を換える操作を換位といいます（例えば、「すべてのＡはＢ

である」をを「あるＢはＡである」とすること）。そして一つの肯定判断を否定判断にするとき、そ

の述語を矛盾観念に換えて意味が変わらないようにする操作を換質といいます（例えば、「Ａ

はＢである」を「Ａは非Ｂでない」とすること）。

　説明が少し長くなりましたが、「考え」が内的授受作用であることを理解するのに助けになるよ

うにするためでした。

　授受作用の類型

　以上で、いろいろな考え（回想、判断、意見、想像、理解、推理など）が、いろいろな方式の

観念の操作にすぎなかったことが理解できると思います。そして観念操作とは、まさに授受作

用のことなのです。そのことを具体的に説明されています。

　観念の操作が授受作用であることを理解するためには、まず授受作用の類型を理解する必

要があります。それは両側意識型（第一型）、片側意識型（第二型）、無自覚型（第三型）、他

律型（第四型）、対比型（対照型：第五型）の五つの授受作用をいいます。

　両側意識型とは、主体と対象が共に意識をもって行う授受作用をいいます。片側意識型とは、

主体だけが意識をもっており、対象は無機物あるいは無生命の存在であるとき、その両者の



間で行われる授受作用をいいます。無自覚型とは、主体と対象の間で、無意識的に行われる

授受作用（例えば、動物と植物間の二酸化炭素と酸素の交換）をいいます。他律型とは、両者

が共に無生命の存在であって、第三者から与えられた力によって行う授受作用（例えば、製作

者の意志に従って動く機械）をいうのです。

　そして対比型とは、認識または判断の場合に形成されるものです。そのとき片側意識型の場

合と同様に主体だけが意識をもっていますが、主体が複数の対象あるいは対象の複数の要

素を比較しながら認識（判断）するのです。例えば、道を歩いている一組の男女を眺めて、二

人の年齢や身ぶりなどを比較または対照してみて彼らが夫婦であると判断すること、店で商品

を眺めて比較しながら良いものを選ぶこと、緑の森の中に赤い瓦の屋根があるのを見て調和

の美を感じることなどは、みな対比型の授受作用なのです。対比による判断は主体が一方的

に行っていますが、それが授受作用であるのは、主体は対象に関心をもち、対象は主体に自

身の姿を見せることによって、授け受ける作用になるからです。

　考え（思考）も対比型の授受作用である

　先に考え（思考）は授受作用であると説明されていましたが、実はこの対比型の授受作用

だったのです。すなわち人間の場合、心の中で知情意の統一体である霊的統覚（内的性相）

が主体となって、内的形状の中の経験から得られたいろいろな観念を対比しているのです。

霊的統覚が対比するとき、二つの要素の中の一つを主体として、他の一つを対象として両者

を対比するのであり、そこにおいて、霊的統覚の関心が両者の間を往来するために、内的形

状内の対比される任意の二つの要素間の作用も一種の授受作用と見られるのです（それは狭

い意味での対比型の授受作用です）。霊的統覚と内的形状との授受作用も対比型の授受作

用であり、内的形状内の対比される任意の二要素間の作用も対比型の授受作用なのです。

　授受作用（対比）の結果はどうなるのでしょうか。両者が完全に一致する場合もあり、ただ似

ている場合もあり、一致しない場合もあります。時には正反対になる場合もあります。また両者

が対応関係になる場合もあり、そうでないこともあります。そして授受作用は目的を中心として

なされるために、目的によって結果は異なります。そのような多様な結果を予想しながら、霊的

統覚はできるだけ一定の方向へ授受作用を調整してゆきます。これがまさに考えるということ

の内容なのです。考えには、回想、理解、判断、推理、希望などいろいろありますが、それらは

授受作用の目的と対比の方式の違いによるのです。そのようにして、多様な考えが水が流れ

るように継続的につながっていくのです。

　ところでこの考えの流れは、いったんまとめられます。すなわち創造しようとする被造物の鋳

型（模型）になる観念（単純観念と複合観念）が決められます。それを「鋳型性観念」と呼ぶこと

にします。これは対比型の授受作用によって新生体が形成されたことを意味します。すなわち

創造に関する鋳型は新生体としての「新生観念」なのです。しかしこれはまだロゴス（構想）とし

ての新生体ではなく、その前段階です。これを「前ロゴス」（Pre-logos）または「前構想」というこ

とができると思います。新生観念である鋳型性観念は、その観念に必要な概念、原則、数理な

どの要素をみな備えており、緻密な内部構造までも備えた具体的な観念なのです。そのように

新生観念が形成される段階が内的授受作用の初期段階なのです。そして実際の被造物に対

するロゴス（構想）は後期段階において立てられるのです。

　目的が中心である

　以上で、考えとは心の中で行われる内的授受作用であることを明らかにしましたが、それは

授受作用であるために目的が中心となっています。人間の考えには目的のない漠然としたも

のも少なくありませんが、神様は創造の神様であられるので、神様の考え（構想）には初めから

目的がありました。それがまさに心情に基づいた創造目的（全体目的と個体目的）なのです。

　神様が創造を考える前段階、すなわち心情を中心とした四位基台（自同的四位基台）だけ



の段階もありましたが、心情は抑えがたい情的な衝動であるために、自同的四位基台の上に

必然的に創造目的が立てられ、発展的四基台が形成されたと見なければなりません。創造後

にも自同的四位基台（神様の不変性、絶対性）が発展的四位基台の土台になっているという

事実がそのことを裏づけています。そのように神様の構想は、目的があって立てられたのです。

　これは、とても重要なことを示しています。なぜならば、これもまた現実問題解決の重要な一

つの基準になるためです。すなわち人間は、いかなる考えでもするようにはなっていないこと、

本然の人間においては、必ず心情を動機として、創造目的の達成のために考えるようになっ

ていることを意味するのです。したがって今日の社会的混乱を収拾するためには、自己中心

的な恣意的な思考パターンを捨てて、本然の思考パターンに戻り、愛を動機とした創造目的

の実現すなわち地上天国実現のために考え、行動しなければならないということなのです。

　５　結果＝構想

　構想とは何か

　次は結果、すなわち構想について説明されています。内的発展的四位基台の結果の位置

に立てられる構想とは、具体的にいかなるものなのでしょうか。すでに「内的授受作用」におい

ても構想を扱いましたが、その構想は「考える」という意味の構想、すなわち内的授受作用と同

じ意味の構想でした。しかし、ここでいう構想は、考えた結果としての構想であって、ヨハネに

よる福音書一章一節にある言すなわちロゴスを意味します。それは神性の一つであるロゴスの

ことなのです。神性のロゴスのところですでに構想と理法に関しては説明をしました。それにも

かかわらず、ここで再び論じるのは、そこで扱ったのは構想（言）としてのロゴスというよりは理

法としてのロゴスであって、ここで少し説明を補充する必要があるためです。そこでロゴスに関

して要点を再び紹介し、続いて若干の補充を行うことにします。

　『原理講論』によればロゴスは言または理法ですが、言は構想、思考、計画などであり、理法

は理性と法則の統一です。理性には自由性と目的性があり、法則性には必然性と機械性があ

ります。したがって理性と法則の統一である理法は、自由性と必然性の統一、目的性と機械性

の統一でもあります。そのような理法によって宇宙万物が創造されたために、万物の中に理法

が入っており、万物相互間にも、理法が作用しています。そして自然界に作用している理法が

自然法則であり、人間生活で守られなければならない理法が価値法則（規範）なのです。

　自由性と必然性の統一が理法であるということは、自由は必然つまり法則の中での自由であ

り原理の中での自由であること、すなわち原理の中での理性の選択の自由であることを意味し

ます。したがって原理や法則を無視した自由は実は放縦なのです。すでに述べられているよう

に、言も理法も共にロゴスですが、言の一部が理法なのです。また理法は言と共に、神様の二

性性相に似た神様の対象であるため（『原理講論』P265）、一種の新生体であり、被造物なの

です。そして創造は心情を動機としているので、理法も愛が土台となっているということ、した

がって自然法則や価値法則の背後にも愛が作用しているということも明らかにされたのです。

さらに、日常生活において理法は必ず守られなければなりませんが、温かい愛の中で理法の

守られる生活であってこそ、そこに初めて百合が咲き乱れる春の国のような平和が訪れるとい

うことも明らかにされたのです。

　構想としてのロゴス

　以上が神性で扱ったロゴスの要点です。しかし、そこでは主として理法としてのロゴスを扱っ

たのであり、言すなわち構想としてのロゴスのことは詳細には扱われませんでした。そこで構想

としてのロゴスに関して具体的に説明されています。

　すでに内的授受作用の説明の中でも構想を扱いましたが、それは新生体（結果物）としての

構想ではなく、主として考えるという意味の構想、すなわち授受作用としての構想、観念の操



作としての構想でした。そのとき、観念の操作の意味をもつ構想のほかに、新生体の意味をも

つ「前構想」という概念についても、すでに触れています。すなわち創造を目的とした対比型

の授受作用の結果、形成された新生体としての、概念、原則、数理などを備えた、緻密な内部

構造をもった、よりいっそう具体化された鋳型（霊的鋳型）、つまり模型としての新生観念（鋳型

性観念）について述べられました。

　しかしそのような構想は、神様が宇宙を創造した言としての構想ではなく、ただその前段階

にすぎないのです。それは写真と同じような静的映像にすぎず、映画のような生動感のある動

的映像ではありません。それは文字どおりの設計図です。しかし、神様が宇宙を創造した言で

あるロゴスは生命が入っている生きた新生体であり、生きた構想なのです。ヨハネによる福音

書一章にはその事実が次のように書かれています。「初めに言があった。言は神様と共にあっ

た。言は神様であった。この言は初めに神様と共にあった。すべてのものはこれによってでき

た。……この言に命があった。そしてこの命は人の光であった」（ヨハネ 1/1〜4）。

　ロゴスは構想体である

　そのように万物を創造した言は、生命をもった生動する構想体でした。それは観念の操作の

段階で形成された新生体としての緻密な内部構造を備えた新生観念（鋳型性観念）に生命が

与えられて、動的性格を帯びるようになったものです。では、いかにして静的な性格をもった

新生観念が動的性格を帯びるようになったのでしょうか。内的授受作用における初期と後期の

二段階の過程によってそうなったのです。すなわち霊的統覚（知情意の統一体）と内的形状と

の授受作用に初期段階と後期段階の二つの段階があるのです。その初期段階において、観

念の操作によって新生観念（前構想）が形成されます。そして後期段階において、心情（愛）

の力によって知情意の機能が注入され、新生観念が活力すなわち生命を得るようになって、

完成された構想として現れるのです。

　ここで明らかにしなければならないことは、知情意の中に可能性として含まれていた陽性と陰

性が、後期段階において表面化されて、知情意の機能の発現に調和的な変化を起こすという

事実です。そのようにして完成された構想が神様の対象であるロゴスであり、二性性相を統一

的にもったロゴス、つまり「ロゴスの二性性相」（『原理講論』P265）なのです。それがまさに宇宙

を創造した言としてのロゴスであり、内的発展的四位基台の結果である構想なのです。

　ロゴスの二性性相とは、内的性相と内的形状の二要素がロゴスの次元と種類によって、必要

なだけ内包されていることを意味します。すなわち内的性相である知情意の機能と、内的形状

である観念、概念、原則（法則）、数理などが、創造される万物の次元と種類に従って、それぞ

れ各様にロゴスの中に含まれています。それは内的授受作用の後期の段階において、すで

に観念の操作によって形成された前構想の中に、心情の衝動力によって知情意の機能がそ

れぞれ次元を異にしながら注入され、前構想を活発化させたということなのです。

　（４）外的発展的四位基台

　１　外的発展的四位基台とは何か

　これは、外的四位基台と発展的四位基台を組み合わせたものであって、本性相の外部での

授受作用すなわち本性相と本形状の授受作用の土台になっている外的四位基台が発展性、

運動性を帯びるようになったものをいいます。

　これまで述べてきたように、発展とは、新しい性質をもつ個体すなわち新生体が生まれること

をいいます（発展は創造を結果の側面から把握した概念です）。したがって発展的四位基台と

は、創造目的を中心として主体と対象が授受作用を行い新生体を生じる時の四位基台を意

味するのです。そのように外的発展的四位基台は、本性相の外部に形成された外的四位基

台が発展性を帯びることによって、発展的四位基台になったものです。



　先に述べられているように外的四位基台は、内的発展的四基台に続いて形成されます。す

なわち本性相を中心として見るとき、自同的四位基台の場合と同じように、発展的四位基台も

本性相の内外で形成されますが、自同的四位基台の場合のように同時的ではなく継続的な

のです。まず内的な基台が形成され、次に外的な基台が形成されるのです。

　２　内的発展的四位基台の基盤の上に形成される

　四位基台とは、要するに心情または目的を中心として授受作用を行い、結果が生じる現象を

空間的概念として表現したものです。したがって、内的および外的発展的四位基台も授受作

用として理解すればいいことになります。発展とは、創造を結果の面から把握した概念である

ため、発展的四位基台を理解するためには、創造や製作がいかになされるかを調べればいい

のです。そのことを人間の場合を例に取って説明されています。

　人間は何かを造ろうとするとき、まず心において構想します。例えば家を建てようとすれば、

一定の目的を立てて、構想し、計画書や青写真を作ります。計画書や青写真は構想を忘れな

いように紙面に表しただけで、やはり構想なのです。それが先に述べられた内的授受作用、

すなわち創造の第一段階なのです。

　次に、創造の第二段階が始まります。これは構想に従って建築材料を用いて建築工事を行

うことです。そして一定の時間ののちに、目的とした建物が完成します。このように建築材料を

用いて、構想どおりに家を建てることも授受作用ですが、これは心の外で行われる授受作用で

あるため外的授受作用です。

　考えられた構想も以前にはなかった新しいものであり、造られた建物も以前にはなかった新

しいものであって、いずれも新生体です。そのような新生体の出現は動機から見れば創造で

あり、結果から見れば発展なのです。外的授受作用において、主体は構想（実際は構想を

もった人間、またはその人間を代理した他の人間）であり、対象は建築資材などです。そして

主体と対象の授受作用が建築工事の遂行であり、授受作用の結果が完成された建物なので

す。

　画家が絵を描く場合を例に挙げています。画家はまず一定の目的を立てて、構想します。

時にはその構想を素描として表すこともあります。それが第一段階なのです。構想が終われば、

第二段階の作業が開始されます。すなわち画幅、筆、絵具、画架などの画具を使いながら、

画家は構想したとおりの絵を描きます。そして絵が完成するのです。

　ここにおいて第一段階の構想も授受作用であり、第二段階の絵を描くことも授受作用です。

そして第一段階の構想も、第二段階の絵も、いずれも以前にはなかった新しい結果であるの

で新生体なのです。そのように、絵を描くことも創造であり発展なのです。

　３　すべての創造は二段階の発展的四位基台によってなされる

　ここで、次のような事実が明らかになります。第一に、創造には必ず二段階の過程があるとい

うことです。第二に、第一段階は内的な構想の段階であり、第二段階は外的な作業の段階で

あるということです。第三に、二段階の授受作用がいずれも同一の目的を中心として成され、

必ずその結果として新生体を造るということです。ここで、第一段階は内的発展的授受作用の

段階であり、第二段階は外的発展的授受作用の段階です。

　このような一連の原則はすべての創造活動に適用されます。すなわち生産、製作、発明、芸

術など、いかなる種類の創造活動にも例外なく適用されるのです。それは、その基準が神様

の原相にあったからです。それが本性相の内外の授受作用、すなわち内的発展的授受作用

と外的発展的授受作用です。神様はまず一定の目的を立てられ、万物の創造を構想したあと、

材料に相当する形状（前エネルギー）を用いて、構想したとおりに万物を造られました。ここで

神様が構想する段階が内的発展的授受作用の段階であり、実際に万物を造る段階が外的発



展的授受作用の段階です。

　以上、人間の創造や製作には必ずその前に構想がなければならないということ、したがって

外的発展的授受作用には必ずその前に内的発展的授受作用がなければならないということ

が明らかになったのです。そして人間の構想の時の授受作用の原型は、神様の原相内の授

受作用だったのです。

　原相内の授受作用は、必ず四位基台を土台として行われます。それゆえ四位基台の別名が

授受作用であり、授受作用の別名が四位基台なのです。したがって神様の創造において、内

的発展的授受作用が必ず外的発展的授受作用に先行するということは、内的発展的四位基

台が必ず外的発展的四基台に先行して形成されることを意味するのです。言い換えれば、創

造においては必ず内的発展的四位基台と外的発展的四位基台が連続的に形成されるので

す。これを「原相の創造の二段構造」といいます。人間の場合、現実的な創造活動の時にも、

内的および外的な四位基台が連続的に形成されます。そして人間の創造活動において、連

続的に形成される二段階の四位基台を「現実的な創造の二段構造」というのです。

　ここで次のような疑問が生じるかもしれません。すなわち「創造には必ずまず構想が立てられ

なければならない」というように、分かりやすく表現すればよいのに、なぜ内的発展的四位基台

とか、外的発展的四位基台とか、二段構造などの難しい表現を使うのか、統一思想はなぜ分

かりやすい言葉も難しく表現しようとするのか、という疑問です。結論から言えば、それは統一

思想が天宙の根本原理を扱っているためなのです。

　根本原理とは、霊界と地上界を問わず、存在世界に現れるすべての現象に共通に適用され

る根本理致をいいます。この根本理致すなわち原理は深くて広い内容を含んでいますが、そ

れを表す用語はできるだけ簡単なものでなくてはなりません。その例の一つが「二性性相」す

なわち「性相と形状」です。この用語は人間の心と体を現す用語であるだけでなく、動物、植物、

鉱物、さらには霊人体や霊界のすべての存在がもっている相対的属性を表す用語です。その

ように二性性相の意味は大変深くて広いのです。しかし二性性相の用語はそのままでは理解

しがたいので、易しく詳細に説明する必要があるのです。そして時には例えや比喩も必要で

す。統一思想において扱う根本原理は五官で感じられない神様と霊界世界に関するものが大

部分であるため、なおさらそうなのです。

　ところで、例えや比喩を挙げながら行う説明は、ただ根本原理を明らかにする手段にすぎず、

根本原理それ自体ではありません。根本原理それ自体はあくまでも神様の「二性性相」または

「性相と形状」なのです。同様に、「授受作用」、「四位基台」、「二段構造」なども根本原理に

関する概念すなわち基本概念であるので、それらの用語を取り除くことはできません。「内的

発展的四位基台」、「外的発展的四位基台」、「創造の二段構造」なども、そのような根本原理

を含んだ概念なのです。

　さらには「一分一秒を惜しみながら生きなければならないこの忙しい時に、そのような難しい

概念をわれわれが学ばなければならない必要があるのか」という疑問もありうるでしょう。それ

は、そのような基本概念を正しく把握することによってのみ、現実のいろいろな難問題を根本

的に解決することのできる基準が明らかになるためです。

　４　外的発展的四位基台の構成要素

　次は、再び本論に戻って、「外的発展的四位基台」の説明を継続されています。先に人間の

創造活動において、外的発展的四位基台は必ず内的発展的四位基台の次の段階として形

成されるので、そのような二段階過程を「現実的な創造の二段構造」といいましたが、神様の

創造においても、同様な創造の二段構造が形成されます。本性相の内外において形成される

内的発展的四位基台と外的発展的四位基台がそれなのです。これは原相内において創造の

時に形成される四位基台であるため、「原相の創造の二段構造」といいます。



　原相内の内的発展的四位基台については、すでに「内的発展的四位基台」の項目で詳細

に説明しましたので、ここでは説明が省略されています。ただ内的発展的四位基台の四つの

位置において、中心の位置には目的が立てられ、主体の位置には内的性相（霊的統覚）、対

象の位置には内的形状、結果の位置には構想が新生体として立てられるということ、主体と対

象の授受作用は考える過程すなわち観念の操作の過程であるということを想起するだけにし

ています。

　原相内の外的発展的四位基台も四つの位置、すなわち中心、主体、対象、結果から成るの

はもちろんですが、そのときの中心は内的な四位基台の場合と同様に心情に基づいた創造

目的であり、主体は本性相であり、対象は本形状です。そして授受作用によって形成される結

果は新生体としての被造物なのです。次にこの四つの位置、すなわち中心、主体、対象、結

果の位置にそれぞれ立てられるところの、目的、本性相、本形状および被造物に関して具体

的に説明することになります。

　目的は、内的発展的授受作用の場合の目的すなわち創造目的と同じであるので、ここでは

省略し、主体＝本性相、対象＝本形状、外的授受作用、結果＝被造物の項目に分けて説明

します。

　主体＝本性相

　原相の外的発展的四位基台は本性相と本形状との授受作用の基台です。ここに本性相が

主体の立場にあるのは言うまでもありませんが、本性相は、具体的にいかなるものでしょうか。

それはまさに、内的発展的四位基台の結果の立場にある構想です。すなわち目的を中心とし

て内的性相と内的形状が内的授受作用を行って、新生体として現れたみ言であり、ロゴスであ

り、構想です。ここに内的授受作用は考えること、すなわち思考の過程です。

　すでに述べてきたように、内的授受作用の過程には前段階と後段階の二段階があります。

前段階は観念の操作が進行する過程であって、そこにおいて前構想が形成されます。そして

あとの段階では霊的統覚から知情意の機能が、その属性である陽性・陰性の影響を受けなが

ら前構想に注入されて、前構想が生命をもつ完成した構想として現れるようになるのです。そ

のようにして完成した構想がまさに二性性相をもつロゴスなのです。そのようにしてロゴスは新

生体として本性相の内部に形成されたものですが、主体（本性相）と対象（本形状）の授受作

用において、霊的統覚に保持されながら、主体として作用するのです。

　ここで明らかにしておきたいことは、内的授受作用によって内的性相である霊的統覚（知情

意の統一体）が内的形状内に形成された新生観念に注入されるとしても、霊的統覚自体は本

来無限性を帯びた機能であるので、その一部が新生観念の中に注入されたのちにも、依然と

して内的性相としての知情意の統一的機能はそのまま維持しているということなのです。した

がって本性相と本形状間の授受作用において、主体としての本性相は霊的統覚に保持され

た状態にあるロゴスなのです。

　対象＝本形状

　すでに「神相」のところで説明したように、本形状は無限応形性の究極的な質料的要素です。

質料的要素とは、被造物の有形的要素の根本原因を意味し、無限応形性とは、あたかも水の

場合と同じように、いかなる形態でも取ることのできる可能性を意味するのです。

　質料的要素は物質の根本原因であるのですが、科学の限界を超えた究極的原因なので、

統一思想ではこれを前段階エネルギー、または簡単に前エネルギーと呼んでいます。次に述

べるように、水が容器に注がれれば容器の形態を取るように、本形状が本性相の構想の鋳型

（霊的鋳型）の中に注入されて、現実的な万物として造られるようになるのです。



　外的授受作用

　次は、外的授受作用について説明されています。神様の性相と形状の授受作用によって万

物が創造されたという統一原理や統一思想の主張が正しいことを明らかにしようとしているの

です。外的授受作用も四位基台を土台として行われます。そのとき分かれていた主体と対象

が再び合わさって一つの新生体、すなわち万物になるというように説明しましたが、それはあく

までも理解を助けるための方便的な説明でした。神様は時間と空間を超越しておられるので、

神様の世界には内外、上下、遠近、広狭がありません。大中小もなく無限大と無限小が同じな

のです。また先後がないので過去、現在、未来がなく、永遠と瞬間が同じなのです。

　時空を超越した神様の世界で授受作用が行われているのですが、その授受作用を説明の

便宜上（理解の便宜上）、主体と対象が同一空間を重畳的に占めながら授受作用を行ってい

ると見ることができます。例えば、人間の霊人体（主体）と肉身（対象）は、空間的に離れていた

ものが一つになったというのではなく、本来から同一の空間を重畳的に占めていながら授受作

用をしていますが、それと同じだということができます。そのような観点から、原相内の外的授

受作用を同一空間を重畳的に占めている主体と対象間の授受作用と見て、また授受作用に

よって生じた新生体である被造物もやはり同一空間を重畳的に占めていると見て、論理を展

開することにしました。

　すでに述べましたように、外的発展的四位基台の主体である本性相は霊的統覚に保持され

た状態にある新生体としてのロゴスであり、対象である本形状は無限応形性をもった前エネル

ギーです。このような主体と対象が重畳して同一空間を占めたまま授受作用を行い、新生体

である被造物（例えば、馬のような動物）を産出（創造）するようになりますが、そのとき産出され

た被造物も同一の空間を重畳的に占めると見るのです。以上で授受作用が行われる四位基

台の四つの位置は、分かれている四つの位置ではなく、四つの定着物を重ねている一つの

位置なのです。その一つの位置において、互いに重なったまま、目的を中心として主体と対

象が授受作用を行い、その結果物として被造物が生じたと見るのです。

　それでは授受作用の具体的な内容を説明します。重畳した状態での授受作用とは、本形状

である前エネルギーが本性相内に形成された構想（ロゴス）の鋳型（霊的鋳型）の中にしみ込

むということです。先にも述べられているように、本性相内の内的授受作用の初段階において

形成された緻密な内部構造を備えた新生観念としての鋳型性観念が、次の段階で心情の衝

動によって生命を賦与されて現れたものが完成した構想でした。この完成した構想は生命をも

つ鋳型性観念であり、生きている鋳型です。この鋳型は初期段階の緻密な内部構造を備えた

鋳型性観念が後期段階で活力を与えられたものです。しかしいくら活力を与えられたとしての、

そしていくら名部構造が緻密であるとしても、鋳型（霊的鋳型）であることには違いありません。

したがって実際の鋳型に鉄の融液を注入して鉄製品を造る場合と同じく、この鋳型性観念に

も必ず融液に相当する本形状の質料（前エネルギー）が注入されうる空間があるようになって

いるのです。

　言い換えれば、鋳型の空間は必ず融液が入って満たされるようになっているのです。本性相

と本形状の間にこのような現象が行われるとき、それがまさに授受作用なのです。すなわち本

性相の鋳型性観念内の緻密な空間に、本形状の質料的要素が浸透して満たすのが授受作

用なのです（そのとき、本形状の中に可能性として潜在していた属性である陽性と陰性が表面

化され、質料的要素の浸透の流れに調和的な変化を起こします）。なぜこのような現象が授受

作用になるのかといえば、本性相は鋳型の空間でもって本形状に質料の浸透の機会を提供

し、本形状は質料でもって空間を満たすことによって、その空間の存在目的を果たすようにな

るためです。

　以上、理解を助けるためにいささか模型的に表現しましたが、このような作用が同一の位置

において、主体と対象が重畳した状態でなされたのです。これが神様の宇宙創造において、



原相の内部でなされた外的授受作用の真の内容だったのです。

　ここで一つ付け加えることは、この授受作用は片側意識型の授受作用であるということです。

なぜならこの授受作用において、主体は知情意の統一体である霊的統覚（鋳型性観念を含

む）であり、対象は本形状（質料）であるためです。

　結果＝被造物

　結果としての被造物は、創造目的を中心として本性相と本形状が授受作用することによって

形成された新生体です。それが『原理講論』（1957 年韓国版）に書かれた「被造世界は二性

性相の主体としておられる神様の本性相と本形状が創造原理によって形象的または象徴的

な実体としての展開された……神様の実体対象である」（P25）という文章の中の「実体対象」

であり、「神様の二性性相をかたどった個性真理体」（同上、P25）であり、「主体と対象の二性

性相の実体的展開によって創造された被造物」（同上、P24)なのです。そして『原理講論』に

書かれた「被造物はすべて、無形の主体としていまし給う神様の二性性相に分立された、神

様の実体対象である」（P47,48）というときの「実体対象」なのであり、「このような実体対象を個

性真理体と称する」（同上、P48)というときの「個性真理体」なのです。

　そこにおいて統一原理（『原理解説』および『原理講論』）でいう「実体対象」や「個性真理体」

という概念は、被造物を見る観点によって表現を異にする概念です。「実体対象」は、客観的、

物質的側面を浮き上がらせた概念であり、ロゴスのように心に描かれた観念的な対象ではなく

て、三次元の空間的要素を備えた客観的、物質的な対象であるという意味なのです。それに

対して「個性真理体」は、被造物が神様の二性性相に似たものであるという側面を浮き上がら

せた概念なのです。被造物はすべて相似の法則によって創造されたために、例外なく個性真

理体なのです。

　相似と外的授受作用

　被造物が神様の二性性相をかたどったというとき、外的授受作用の観点から見て、その相似

の内容は具体的にいかなるものなのでしょうか。すでに説明したように、被造物は本性相と本

形状が創造目的を中心として授受作用をした結果として現れた新生体でした。そのとき、本性

相は生きている鋳型性観念を保持した霊的統覚、または霊的統覚に保持された生きている鋳

型性観念であり、本形状は質料的要素です。そして生きている鋳型性観念がロゴス、すなわ

ち二性性相を帯びたロゴスなのです。

　ロゴスの二性性相とは内的性相と内的形状の二要素をいいますが、そこにおいて内的性相

は知情意の機能であり、内的形状は観念の操作によって形成された新生観念としての鋳型性

観念を意味します。すなわちロゴスは知情意の機能と鋳型性観念が複合された新生体なので

す。したがって最終の新生体である被造物の中に含まれた本性相の部分は、内的性相に相

当する霊的統覚の一部としての知情意の機能と、内的形状に相当する鋳型性観念です。そし

て本形状の質料的要素はそのまますべて被造物に含まれています。それが「鋳型性観念の

緻密な空間の中に本形状の質料的要素が浸透した」ということの意味なのです。そのように外

的授受作用によって、本性相の要素と本形状の要素が被造物を構成したのです。

　ここで一つ明らかにしておきたいことは、本性相と本形状はその属性である陽性（本陽性）と

陰性（本陰性）を帯びながら被造物を構成したという事実です。そうして被造物はすべて、神

様の本性相と本形状の要素と、本陽性と本陰性の要素を帯びるようになったのです。

　そして、本性相の中に含まれた鋳型性観念はそのまま個別相でもありました。結局、被造物

は神様の属性（本性相と本形状、本陽性と本陰性、個別相）をみな引き受けたという結論にな

ります。そのような被造物（個体）を個性真理体といいます。それが統一原理でいう「被造物は

神様の二性性相をかたどった個性真理体である」ということの内容なのです。



　ロゴスと被造物の関係

　次は、ロゴスと被造物の関係について述べられています。聖書には、神様が万物を言でもっ

て造られたと記録されていますが（ヨハネ 1/1〜3）、その言がまさにロゴスなのです（『原理講

論』P265）。ところが『原理講論』には、「ロゴスは神様の対象」であり、「ロゴスの主体である神

様が、二性性相としておられるので、その対象であるロゴスも、やはり二性性相とならざるを得

ない」（同上 P265）、「もし、ロゴスが二性性相になっていないならば、ロゴスで創造された被造

物も、二性性相になっているはずがない」（同上 P265)とあります。これは被造物の二性性相は

ロゴスの二性性相に似ており、ロゴスの二性性相は神様の二性性相に似ているということを意

味します。したがってロゴスの二性性相と神様の二性性相が完全に同一なものであるかの印

象を受けます。

　しかし統一思想から見るとき、神様の二性性相は本性相と本形状ですが、ロゴスの二性性相

は内的性相と内的形状です。すなわち神様の二性性相とロゴスの二性性相とは同じではあり

ません。したがって被造物が神様の二性性相に似るというのは、神様の本性相と本形状に似

るという意味であり、ロゴスの二性性相に似るとということは、ロゴスの内的性相と内的形状に似

るという意味なのです。ここで万物が似ているロゴスの内的性相と内的形状とは、具体的にい

かなるものなのでしょうか。

　すでに述べられているように、ロゴスは、内的授受作用の後期段階において霊的統覚の一

部が前段階で形成された新生観念（鋳型性観念）に注入されることによって生じた完成した構

想であり、生きた構想でした。したがってロゴスの内的性相は、鋳型性観念の中に注入された

一部の知情意の機能であり、内的形状は鋳型性観念それ自体なのです。そのような内容をも

つ内的性相と内的形状がロゴスの二性性相なのです。『原理講論』において、被造物の二性

性相はロゴスの二性性相に似ているというときのロゴスの二性性相とは、まさにそのような内容

の二性性相であったのです。

　ここで指摘するのは、空間的な三次元の実体である被造物の姿がそのままロゴスの二性性

相に似ているのではないということです。ロゴスは生きた構想であり、活力を帯びた観念にすぎ

ません。それは動く映像のようなものであり、夢の中で会うようなものなのです。人間や万物が

ロゴスの二性性相に似ているということは、そのような生きた映像に似ていることを意味します。

夢の中の人間や万物は物質的な体をもっていませんが、その他の面では現実の人間や万物

と似ています。それが物質的な体まで備えた存在になるためには、神様の二性性相に似なけ

ればなりません。すなわち神様の本性相と本形状に似なければならないのです。

　それでは、いかにすれば神様の本性相と本形状に似るようになるのでしょうか。それは外的

授受作用によって、本形状である質料的要素（前エネルギー）が本性相である生きた鋳型の

緻密な空間の中へ浸透することによって、似るようになるのです。そのような授受作用を通じて、

動く映像が物質的な体を備えるようになり、現実的な実体となるのです。そしてそのとき被造物

は、神様の二性性相に似た被造物となるのです。

　以上で神様の二性性相とロゴスの二性性相が具体的にどのように違うのか、明らかにされた

と思います。それと同時に、被造物が神様の二性性相に似ているという場合と、ロゴスの二性

性相に似ているという場合の、その違いも明らかになったと思います。次は、授受作用に関連

した正分合作用について説明します。

（四）　正分合作用

　正分合作用とは

　すでに述べられているように授受作用は四位基台を土台として行われます。すなわち授受

作用がなされるには、必ず中心と主体と対象および結果の四つの位置が立てられなければな

らないのです。言い換えれば、授受作用の現象を空間的側面から把握した概念が四位基台



です。ところですべての現象は空間性と時間性をもっています。したがって授受作用の現象も

時間的側面から把握することができるのであり、時間的に把握した概念が正分合作用なので

す。つまり、授受作用を四位基台が定立される時間的順序に従って扱った概念が正分合作用

なのです。まず中心が定められ、次に主体と対象が定められ、最後の結果が定められるという

ように授受作用を三段階過程から把握した概念が正分合作用なのです。

　『原理講論』に「四位基台は正分合作用によって、神様、夫婦、子女の三段階をもって完成

されるのであるから、三段階原則の根本となる」（P55）とあるのも、四位基台は授受作用の空

間的把握であり、正分合作用は時間的把握であることを示しています。したがって正分合作用

の内容は、授受作用の場合と全く同じです。すなわち心情を土台とした目的を中心として、主

体と対象が円満で調和的な相互作用を行うことによって合性体または新生体を成すという内

容は、授受作用の場合と完全に一致しているのです。したがって正分合作用の種類も授受作

用の種類と対応しているのであって、内的自同的正分合作用、外的自同的正分合作用、内

的発展的正分合作用、外的発展的正分合作用という四種類の正分合作用があるのです。

　正分合と正反合

　時間性を帯びた正分合作用の概念は、特に共産主義の唯物弁証法との比較において意義

があります。共産主義の哲学は唯物弁証法に基づいていますが、それは自然の発展に関す

る理論であって、矛盾の法則、量から質への転化の法則、否定の否定の法則の三つの法則

から成っています。これらはヘーゲルの観念弁証法から弁証法を受け継いで、それを唯物論

と結びつけたものとして知られています。ヘーゲルはさらに弁証法が進行する形式も提示して

います。それが正−反−合、または定立−反定立−総合、または肯定−否定−否定の否定の三

段階形式です。

　マルクス主義はこのヘーゲルの弁証法の形式を批判的に継承して、自然と歴史の発展を説

明するのに用いました。すなわち事物の発展において、事物（肯定または正）は必ずその内部

に自体を否定する要素（反）をもつようになり、両者が対立するようになるが（この状態を矛盾と

いう）、その対立（矛盾）は再び否定されて（否定の否定）、いっそう高い段階に止揚される

（合）と説明しています。これが正−反−合、または肯定−否定−否定の否定、あるいは定立−反

定立−総合の三段階の弁証法的な進行形式です。ここで止揚とは、事物が否定され、さらに

否定されるとき、その事物の中の肯定的要素は保存されて新しい段階へと高められることをい

います。

　鶏卵からひよこが孵化する過程を考えてみます。鶏卵がひよこになるには、正としての鶏卵

は、その内部にそれ自体を否定する要素（反）である胚子を持つようになり、その胚子が大きく

なるにつれて両者の対立（矛盾）も大きくなります。そしてついにこの矛盾が止揚されて、鶏卵

は否定されるのです。そのとき、肯定的要素である黄身、白身は養分として胚子に吸収されて

（保存、止揚されて）、ひよことして孵化されるのです（合）。

　マルクス主義はこの正−反−合の形式を社会発展の説明にも適用します。例えば資本主義

から社会主義へと発展する過程の説明に正−反−合の形式を適用して、次のように主張する

のです。すなわち、資本主義社会（正）は必ず内部にそれ自体を否定する要素であるプロレタ

リア階級を（反）をもつようになります。プロレタリア階級の成長に従って階級対立（矛盾）は激

化し、ついに資本主義体制は破れます。そのとき資本主義の肯定的要素（経済成長、技術開

発など）はそのまま保存されながら、よりいっそう高い段階である社会主義社会（合）へ移行す

るというのです。

　正反合理論の批判

　それでは正反合の形式を批判し、それが正しいか誤りかを明らかにします。その正誤の基準



は自然や社会の発展の事実がこの正反合の形式に一致するか否かにあります。マルクス主義

は長い間、唯物弁証法を科学であると主張してきました。ゆえに弁証法の進行形式も客観的

な事実と一致する科学的な形式であると見なければなりません。そしてまた、マルクス主義哲

学は現実問題（資本主義の構造的矛盾と病弊）を解決するために現れたと主張する哲学でも

あるのです。

　ところが唯物弁証法も、弁証法の進行形式の理論も、共に客観的事実と一致しないことが明

らかにされたのです。そして現実問題の解決にも失敗してしまっています。これは唯物弁証法

も、弁証法の進行形式の理論も、共に間違いであったことを証明するものなのです。次の、そ

のことをより具体的に説明します。

　まず鶏卵の孵化の事実を分析しながら、この正反合の形式を批判することにします。第一に、

鶏卵内の胚は鶏卵の発展のために、のちに否定的要素として発生したものではなくて、殻や

白身や黄身と同じく、初めから鶏卵の一部であったのです。したがって胚は自身もその一部で

ある鶏卵を否定することはできません。もし胚が鶏卵を否定しようとすれば、初めから鶏卵の中

にあるのではなくて、途中で鶏卵の中に対立として生じたものでなくてはなりません。そうで

あってこそ正反合の本来の意味に合うのです。ところが実際は、胚は初めから鶏卵の一部とし

てあったのです。

　第二に、黄身と白身が胚の養分として保存されていることは明らかに肯定であるにもかかわ

らず、否定として扱うの筋道の通らない無理な主張です。第三に、孵化の瞬間に殻が破れて、

すなわち否定されて、胚が新しい段階のひよこになるのではないということです。事実は、すで

に完成したひよこ（新しい段階のひよこ）が、くちばしでつついて殻を破って出てくるのです。

以上のことにより、鶏卵の孵化の事実は弁証法的発展の正反合形式に合わないことが分かり

ます。

　次は社会発展に適用した正反合の発展理論を批判します。資本主義社会（正）がその内部

にプロレタリア階級（反）と対立することによって、よりいっそう高い段階である社会主義社会

（合）へ移行するということ、そのとき資本主義社会の成果がそのまま保存されるといことも、実

際の歴史的事実と合わないのです。第一に、英国や米国、フランス、日本などの資本主義の

発達した国家がまず社会主義社会に移行しなければならなかったのです。しかし、そうならな

かっただけでなく、この公式が適用されない後進国において社会主義が立てられたのです。

第二に、後進国に社会主義が立てられるとき、革命に先立って、わずかながら芽生えていた

資本主義の成果が保存されるどころか、むしろ損傷を受けて、経済は後退する結果になって

しまったのです。レーニンが革命後、新経済政策を行わざるをえなかった理由もそこにあった

のであり、鄧小平が文化大革命後、中国経済の破綻を自認した理由もここにあったのです。

　このように見るとき、弁証法的進行の正反合形式を社会発展に適用した理論も、実際の歴史

的事実と合わなかったことが分かります。特に最近に至り、東ヨーロッパの社会主義国はもち

ろん、資本主義国家より、いっそう発展しているはずであった社会主義の宗主国のソ連までも、

経済的破綻をきたし、その結果ついに崩壊してしまったのです。この事実は、唯物弁証法の

正反合の発展形式がいかに虚偽的なものであるか、よく示しているのです。このように、自然

現象とも合わず、歴史的時事とも合わない唯物弁証法の正反合の発展形式理論は、現実問

題の解決に完全に失敗してしまったのです。

　正反合理論と現実問題の解決の失敗

　それでは、正反合の理論はなぜ現実問題の解決に失敗したのでしょうか。その原因を分析

することにします。

　失敗の第一原因は、この正反合の形式において目的が立てられなかったためなのです。目

的のない発展は、定められた方向がないためい、あてどもないものとならざるをえないのです。



鶏卵の場合、ひよこという目標（目的）が定められており、適当な温度と湿度が与えられれば、

その目標の方向に発展運動が行われて、ついにその目標に到達するのです。目標（目的）が

ないところには発展はありえないのです。社会発展においても同様です。資本主義社会にお

いて、資本家は利潤の極大化を追求し、労働者は賃金の引き上げと待遇の改善を追及する

だけであって、ごく少数の一部の職業革命家だけが社会主義を目標としているのです。した

がって社会発展という面から見るとき、両階級の対立は共通の目的のない対立なのであって、

新しい段階への到達は初めから期待しがたかったのです。

　失敗の第二の原因は、正と反の関係を対立、矛盾、闘争の関係と見ることによって、協助や

和合を阻害する結果を招いたためです。社会の発展は、社会の構成員である人間と人間の

円満な協助関係においてなされるのです。ところが哲学的に発展の法則（弁証法）と形式（正

反合）を対立、矛盾、闘争の関係によるものと規定してしまったのです。したがってすべての人

間関係は矛盾、敵対の関係であるというのが常識のようになってしまい、和合や協助はむしろ

非正常的、異例なもののように感じられるまでになってしまったのです。このような社会環境に

おいて、いかにして発展がなされるでしょうか。万一、その社会の中に、協助によって発展がな

されるという思想をもった人がいたとすれば、彼は思想的異質感のために疎外されるか、また

はその社会に抵抗するようになるでしょう。

　発展は調和的な協助関係によってなされるということは、そのまま自然の発展にも適用される

命題なのです。例えば先に述べた鶏卵の孵化の場合、胚、黄身、白身、殻が、ひよこを生むと

いう共通目的のもとで、互いに協助し合いながら相互作用を行うことによって、初めてひよこが

生まれるのです。

　そのように自然界の発展や社会の発展は、必ず共通の目的または目標を中心として、いろ

いろな要素または個体の間に円満な協助と協力の関係が成立することによってなされるので

す。ところがマルクス主義の正反合の理論では、目的も協助関係も認めなかったために、その

理論は偽りとなり、現実問題の解決に失敗してしまったのです。

　ここで正反合の代案が正分合作用であることが理解されると思います。正分合作用の理論

は授受作用の理論であり、四位基台の理論です。この正分合作用の三段階過程においての

み、目的を中心とした円満な相互協助関係が成立し、その結果として、合である新生体が現

れるのであって、それがまさに発展なのです。

　ところで、ここで指摘しておきたいのは、正反合の三段階と正分合の三段階は決して対応す

るものではないといういことです。三段階という点で同じであるだけであって、両者の正の概念

も異なり、反と分の概念も異なり、両者の合の概念も異なっているのです。正反合の正は事物

を意味しますが、正分合の正は目的や心情を意味します。また正反合の反は正である事物に

対立する否定的要素を意味しますが、正分合の分は分立物または相対物という意味の、相対

関係にある主体と対象をいいます。そして正反合の合は対立物を止揚して一つに総合される

ことを意味しますが、正分合の合は主体と対象の授受作用によって、それまでになかった新し

い個体（新生体）が現れることを意味します。

　こうして授受作用（発展的授受作用）を時間的に把握した概念である正分合の理論が、発展

に関する現実問題の解決に失敗したマルクス主義の正反合の理論に対する唯一の代案であ

ることが分かられたと思います。以上で原相の主要な内容に関する説明を終えられています。

次は原相構造に関連した事項である原相構造の統一性と創造理想について説明されていま

す。

（五）　原相構造の統一性

　これまでに述べられたように、原相構造とは、神相における性相と形状の相互関係であり、そ

の関係が明らかにされることによって、多くの現実問題の根本的解決が可能になりました。そ



れは大部分の現実的な難問題は関係上の問題であって、関係の正しい基準から逸脱したこと

によって引き起こされた問題であったためです。言い換えれば、原相構造が明らかにされるこ

とによって、関係の本然の基準が明らかになったために、すべての問題が根本的に、また恒

久的に、解決されるようになったということなのです。ここで原相構造に関して付け加えることは、

原相の説明において、なぜ構造という概念が必要なのかということと、構造という面から見た原

相の真の姿はいかなるものかということです。

　本来、構造という用語は、一定の材料によって造られた構成物、例えば建築物や機械など

に関して、その材料の相互関係を表すときに用いられます。また、いろいろな有形物の仕組み

を分析して研究するときにも用いられます。例えば、人体構造、社会構造、経済構造、分子構

造、原子構造などがその例です。すなわち事物を分析し、研究するとき、構造の概念が必要

なときが多いのです。そのような側面を拡大適用すれば、意識や精神など無形的存在を分析

するのにも使うことができるでしょう。実際、意識構造とか精神構造という用語が使われていま

す。

　無形なる神様の属性の関係を調べるのに構造の概念を使用したのは、まさにそのような立

場からなのです。すなわち構造の概念を用いることによって、神様の属性、特に性相と形状と

の関係を詳細に分析することができるからです。しかし、いくらそうであっても、そして性相と形

状の相対的関係にいろいろな種類があるとしても、原相の世界は時空を超越した世界です。

それでは構造概念または時空概念から類推する原相の真の姿は、いかなるものでしょうか。

　それは一言で、統一性であると表現するしかありません。空間がないために位置がなく、した

がって前後、左右、上下がないく、内外、広狭、遠近がなく、三角形、四角形などの空間もあり

ません。無限大と無限小が同じであり、すべての空間が重畳的に一つの点にすべて重畳され

ている多重畳の世界なのです。それと同時に、上下、前後、左右、内外が限りなく広がってい

る世界です。

　また、原相の世界は時間のない世界です。したがって時間観念から類推すれば、過去、現

在、未来が今の瞬間に合わさっているのです。それはあたかも、映画のフィルムの一巻きの中

に過去、現在、未来がみんな入っているのと同じです。時間も瞬間の中に合わさっています。

すなわち瞬間の中に永遠があり、瞬間が永遠へつながっているのです。したがって瞬間と永

遠が同じなのです。これは、原相の世界が一つの状態（性相と形状、陽性と陰性が統一され

た状態）の純粋持続であることを意味します。いわば「状態の純粋持続」が原相世界の時間な

のです。

　要約すれば、原相の世界は純粋な「統一体」なのです。空間と時間だけでなく、その他のす

べての現象（堕落と関連した非原理的な現象は除いて）の原因が、重畳的に一点に統一され

ている世界なのです。言い換えれば、時間、空間をはじめとする宇宙内のすべての現象は、こ

の統一された一点から発生したのです。あたかも一点から上下、前後、左右に無限に長い直

線を無限に多く引くことができるように、この統一性から時空の世界が上下、前後、左右に無

限に広がっているのです。

　それゆえ宇宙がいくら広大無辺で、宇宙の現象や運動がいくら複雑であるとしても、その時

空と現象を支配している基本原理は、この一点、すなわち統一性にあるのです。それが統一

の原理であり、授受作用の原理であり、愛の原理なのです。例えば授受作用の土台である四

位基台という一点（原点）から空間が展開されたのであり、正分合作用という一点から時間が

展開されたのです。

（六）　創造理想

　創造理想とは何か

　創造理想が原相構造と関連があるのは、それが四位基台の中心である創造目的と直接関



連しているからです。一般的に理想とは、人間が希望または念願することが完全に実現された

状態をいいます。それでは人間は、なぜ希望し念願するのでしょうか。喜びを得るためです。

では喜びはいかなる時に生じるのでしょうか。愛が実現された時です。なぜならば喜びの土台

が心情の衝動性、つまり愛の衝動性にあるからなのです。統一原理では、神様の喜びがいか

なる時に生じるかということに対して、次にように書かれています。

　「このように被造物が善の対象になることを願われたのは、神様がそれを見て喜ばれるため

である」（『原理講論』P64）。

　「創造目的は喜びにあるのであり、喜びは欲望を満たす時に感ずるものだからである」（同上、

P118）。

　「自己の性相と形状のとおりに展開された対象があって、それからくる刺激によって自体の性

相と形状を相対的に感ずるときここに初めて喜びが生じるのである」（同上、P65）。

　「神様が被造世界を創造なさった目的は……三大祝福のみ言を成就して、天国をつくること

により、善の目的が完成されたのを見て、喜び、楽しまれるところにあったのである」（同上、P6

4、65）。

　以上を要約すれば、神様が被造世界を創造された目的は喜びを得ることにありますが、その

喜びは被造物が善の対象になるとき、欲望が満たされるとき、被造物が自身に似るとき、そし

て善の目的を完成したときに感じられるのです。すなわち、神様の喜びとは、第一に被造物が

善の対象になって神様に似ることによって神様の欲望が満たされるときに生じるのであり、第

二に神様と被造物との間に互いに相補的な関係が成立するときに生じるのです。欲望が満た

されるということは、希望が遂げられ、念願が成就することを意味します。つまり神様の理想が

実現されることを意味するのです。そして善の対象になるということは、愛の対象になることを

意味します。善の土台が愛であるためです。そして神様に似るということは、真情を中心とした

神様の性相と形状の調和的な授受作用の姿に似るということであり、神様の愛の実践者となる

ことを意味します。『原理講論』の「神様の創造目的は、愛によってのみ完成することができる

のである」（P101)という記録も、そのことを意味します。ここで神様の創造理想とは何かというの

が明らかになります。それは「神様が創造されたとき、意図（希望）されたことが完全に実現され

た状態」であり、未来において、「神様に似た人間によって神様の愛が完全に実現された状

態」なのです。

　創造目的と創造理想の差異

　ここで神様の創造目的と創造理想の差異について明らかにされています。創造目的は統一

原理に書かれているように、喜びを得ることにありました。喜びは欲望が満たされる時に生じま

す。欲望の充足とは要するに希望が成し遂げられることであり、念願の成就です。神様の念願

の成就とは、まさに神様の創造理想の実現です。したがって神様の欲望の充足も、神様の喜

びも、創造理想が実現された時に成し遂げられるという結論になるのです。結局、神様の創造

目的は創造理想の実現にあるのです。次のような統一原理の記録がその事実を示しています。

すなわち「このように神様の創造目的が完成されたならば、罪の影さえ見えない理想世界が地

上に実現されたはずである」（P69)という文章がそれです。

　ここで参考のために、人間の創造目的と万物の創造目的の差異について考えてみることに

します。神様が人間と万物を創造された目的は被造物を見て喜ぼうとされることにありました。

しかし直接的な喜び、刺激的で愛情の細やかな喜びは、人間においてのみ感じられるように

なっていたのです。神様は万物からも喜びを感じられますが、その喜びは人間のように刺激的

なものになりえず、しかも人間が創造され完成したのちに、人間を通じて間接的に感じるように

なっていたのです。人間は神様の形象的実体対象であり、万物は象徴的実体対象であるから

です（『原理講論』P58)。それは、万物は人間の直接的な喜びの対象として造られたことを意



味しています。統一原理にはそれに関連した次のような記録があります。「万物世界はどこま

でも、人間の性相と形状とを実体として展開したその対象である。それゆえに、神様を中心と

する人間は、その実体対象である万物世界からくる刺激によって、自体の性相と形状とを相対

的に感ずることができるために、喜ぶことができるのである」（P68,69）。

　万物が創造目的をもつというとき、個別相が種類によって異なるように、その創造目的は種

類ごとに異なると思われますが、統一原理にはそれに関しては述べられていません。例えば、

花の創造目的と鳥の創造目的は同じではないにもかかわらず、それに関しては説明がありま

せん。それは明らかに個別的な創造目的もありますが、そのことを一つ一つ明らかにする必要

がないからです。花の創造目的は花の色の美しさでもって視覚を通じて人間に喜びを与える

ことであり、鳥の創造目的は鳥の声の美しさでもって聴覚を通じて人間に喜びを与えることで

ありますが、人間に喜びを与えるという点においては同じです。統一原理においては、その共

通点だけを万物の創造目的と見なしているのです。

　創造目的と創造理想の概念は異なる

　以上、創造目的に関して述べられましたが、『原理講論』ではこの創造目的の用語が、本来

の意味で使われるほかに、被造目的、創造理想の意味にも使用されている場合があることを

指摘します。創造目的の本来の意味は、すでに明らかにしたように、「神様が被造物を見て喜

ぼうとすること」でした。すなわち創造目的は、「創造者である神様が立てた目的」であると同時

に「創造の時に立てた目的」なのです。ところで『原理講論』には、この創造目的が被造目的

の意味にも使用されています。例えば「創造目的を完成した人間」（P178.256）がそうですが、

これは「被造目的を完成した人間」という意味です。なぜなら創造目的は創造者の目的であり、

神様が「喜びを感じること」であり、被造目的は人間が「喜びを返すこと」であるからなのです。

　人間が時計を製造する目的は「時間を知る」ことにあります。一方、製造された時計は「人間

に時間を知らせる」ようになっています。これは時計の立場から見れば被造目的です。製造目

的と被造目的は異なっています。同様に、創造目的と被造目的も異なるのです。人間がなす

のは「喜びを感ずること」（創造目的）ではなく「喜びを返すこと」（被造目的）なのです。この事

実は次の記録、すなわち「神様は人間の堕落によって、創造目的を完成することができなかっ

た」（P240）という場合の創造目的と比較すれば、さらに確実になります。こおで創造目的は明

らかに「神様が喜びを感ずること」を意味するもので、先の「創造目的を完成した人間」におけ

る創造目的とは、その意味が異なることが分かるのです。

　次は、創造目的が創造理想の意味として使用されている例を挙げています。「堕落人間をし

て、メシヤための基台を立てるようにし、その基台の上でメシヤを迎えさせることにより、創造目

的を完成しようとされた神様の摂理は、既にアダムの家庭から始められた」（P281）と書かれて

いますが、この引用文中の「創造目的」を「喜びを感じようとすること」と解釈するのは少し不自

然です。創造理想の意味、すなわち「神様の愛が完全に実現された状態」と解釈するのが無

難です。次の文章と比較してみれば、その事実がより明らかになります。すなわち「イエス様が

再臨なさるときには、必ず、神様の創造理想を地上に実現できるようになり、決してその理想が

地上から取り除かれることはないということを見せてくださったのである」（P308）という文章にあ

る「創造理想」と、先の文中の「創造目的の完成」は、その意図する内容が同じなのです。後者

の文の中の「創造理想」を創造目的の意味に解釈するのは不自然であり、むしろ先の文中の

「創造目的」を創造理想と解釈するのが無難でしょう。

　そのように『原理講論』では、創造目的という用語がしばしば被造目的の意味に使われたり、

創造理想の意味にも使われていますが、統一思想ではこれらの概念を明白に区別して用い

ています。ただし区別の必要のないとき、例えば創造目的としても良く、被造目的としても良い

ときには、目的として表示しています。



　以上、創造理想と創造目的の概念の差異を明らかにしました。要するに、創造理想は「設定

された目標が達成されている時の状態」をいい、創造目的はその「設定された目標」だけをい

います。そしてすでに述べられているように、創造理想は未来において、「神様に似た人間に

よって神様の愛が完全に実現された状態」なのです。それに対して創造目的は「対象をみて

喜ぼうとすること」であり、将来「到達しようとする目標」です。文法上の時制で表現すれば、創

造目的は未来形であり、創造理想は未来完了形であるということができます。結局、創造理想

は「創造目的が達成されている状態」なのです。そして創造目的は創造理想の実現を通じて

達成されるのです。

　創造理想とは神様の愛が完全に実現された状態です

　それでは「神様の愛が完全に実現された状態」は、具体的にいかなる状態なのでしょうか。

結論から言えば、それは「理想人間、理想家庭、理想社会、理想世界が実現された状態」をい

います。ここで理想人間とは、心と体が一つとなって、神様の性相と形状の中和体に似た理想

的な男性と女性をいい、神様の愛を万人と万物に施すことのできる男性と女性、神様を真の

父母として奉ることのできる男性と女性をいいます。そのような人間は「天の父が完全であられ

るように、あなたがたも完全な者となりなさい」（マタイ 5/48）というみ言を成就した人間です。そ

してそれは「唯一無二の存在」であり、「全被造世界の主人」であり、「天宙的な価値の存在」な

のです（『原理講論』P259）。

　そのような理想人間である男女が結婚して、神様の陽性と陰性の中和体に似た夫婦を成す

のが理想家庭です。そのような家庭は、その中に愛があふれるのみならず、隣人、社会、国家、

世界を愛し、万物までも愛し、神様を真の父母として奉る家庭になるのです。そして理想家庭

が集まって社会を成すとき、その社会はまた神様の姿に似た社会となって、その中に愛があ

ふれるのみならず、外的には他の社会と愛で和合しながら、神様を真の父母として奉るように

なります。それが理想社会なのです。次の理想社会が集って世界を成すとき、その世界はま

た神様の姿に似た世界となって、すべての人類が、神様を人類の真の父母として奉りながら、

兄弟姉妹の関係を結んで、愛に満ちた永遠なる平和と繁栄と幸福生活をするようになります。

それがまさに理想世界なのです。それは歴史の始まりから、数多くの聖賢、義人、哲人たちが

夢見た理想郷でした。

　愛は真美善の価値を通じて具体的に実現されます。したがって理想世界は価値の世界、す

なわち真実生活、芸術生活、倫理生活の三大生活領域を基盤とした統一世界であると同時に、

神様の愛が経済、政治、宗教（倫理）において実践される共生共栄共義主義社会なのです。

それがすなわち地上天国です。創造理想とは、このような理想人間、理想家庭、理想社会、

理想世界が未来に実現された状態をいうのです。そのような状態が実現されたとき、すなわち

創造理想が実現されたとき、初めて神様の創造目的が、すなわち永遠なる喜びを得ようとした

初めの願望が達成されるようになるのです。以上で創造理想に関する説明を終えます。

　最後に「従来の本体論と統一思想」という題目で、従来のいくつかの本体論（統一思想の原

相論に相当するもの）の要点を簡単に紹介して、それらが現実問題の解決にいかに失敗した

かを寸評式に示します。統一思想が現実問題の解決の基準になるということが、よりいっそう

明確に理解されると思います。

三　従来の本体論と統一思想

　神様または宇宙の根源に関する理論、すなわち本体論は、一般的に思想体系の基礎を成

すものとして知られています。したがって現実問題をいかに対処するかということも、大概、本

体論によってその糸口を探すことができるのです。それではいくつかの本体論の要点を簡単

に紹介しながら、それらと現実問題との関係を明らかにします。



　アウグスティヌスおよびトマス・アクィナスの神観

　アウグスティヌスは神様を精神と見て、その神様が無から質料をつくり出し、世界を創造した

と主張しました。アリストテレスの形相と質料の原理を継承したトマス・アクィナスは、質料をもた

ない純粋形相の中で最高のものを神様としました。アウグスティヌスと同様に、トマスも神様は

世界を無から創造したと見たのです。

　このような神様に対する理解は、現実問題といかに連結するのでしょうか。このような神観は、

精神を根源的なもの、物質を二次的なものと見るため、物質的な現実世界を二次的なものとし

て軽視し、精神の世界、霊的な世界のみを重要視する傾向がありました。そして、死後の世界

における救いのみを重要視する救援観が長くキリスト教を支配してきたのです。ところが現実

には、物質を無視した生活は不可能です。そのためにキリスト教徒の生活は、信仰上では物

質生活を軽視しながら、現実的には物質生活を追求せざるをえないという相互矛盾の立場に

立たざるをえなかったのです。そのように、キリスト教の神観では地上の現実問題の解決は初

めから不可能だったのです。地上の問題は、大部分が物質問題と関係しているからです。

　キリスト教の神観が現実問題の解決に失敗せざるをえなかった根本原因は、第一に神様を

精神だけの存在と見て、物質の根源を無としたことにあり、第二に、創造の動機と目的が不明

なことにありました。

　理気説

　宋代の新儒学において周濂渓（1017-73）は宇宙の根源を大極であるといい、張横渠（1020

-77）は太虚であるといいました。これらはみな、陰陽の統一体としての気のことでありました。

気とは質料といってもよいものです。したがって、これは唯物論に近いものでした。

　しかるに程伊川（1033-1200）によって、万物はすべて理と気から構成されているとする理気

説が唱えられ、のちに朱子（1130-1200）によって大成されました。理とは現象の背後にある無

形の本体を意味し、気とは質料を意味しました。朱子は、理と気のうち、理がより本質的なもの

であると見て、理は天地の法則であるのみならず、人間の内にある法則でもあると説きました。

すなわち天地の従っている法則と人間社会の倫理法則は、同一の理の現れであると見たので

す。

　このような思想に基づいた現実生活の営みの方向は、天地の法則に合わせようとするたうめ

に調和の維持に重点を置くようになり、社会的な倫理に基づいた秩序維持に偏重するように

なりました。またすべてを法則に委ねるあまり、自然や社会の変化や混乱に対して傍観的態度

をとる傾向が生まれ、自然を支配し、社会を発展させようとする創造的、主管的な生き方、すな

わち能動的な改革の方式は軽視される傾向が生じたのです。理気説においても現実問題を

解決しえなかったのです。その失敗の根本原因は、なぜ大極や理気から万物が生まれるよう

になったのか、その動機と目的が明らかでなかったところにあるのです。

　ヘーゲルの絶対精神

　ヘーゲル（G.W.F.Hegel,1770-1831）によれば、宇宙の根源は絶対精神としての神様です。

神様は絶対精神でありながら、同時にロゴスであり概念でした。概念は矛盾を媒介としながら、

正反合の三段階の弁証法的発展形式に従って自己発展していくとヘーゲルは考えました。概

念が自己発展して理念の段階まで至ると、自己を疎外（否定）して自然として現れます。やが

て理念は弁証法的発展を通じて人間として現れますが、人間を通じて理念は自身を回復し、

数多くの段階の発展過程を経たのちに、最後に絶対精神として自己を実現する。すなわち最

初に出発した自己自身（絶対精神）に復帰するのです。したがって人間の歴史は概念（ロゴ

ス）の自己実現の過程なのです。そして理性国家の段階に至ったとき、自由が最高度に実現

され、人間社会は最も合理的な姿になると考えたのです。



　このようなヘーゲルの哲学に従えば、世界と歴史はロゴスの自己実現の過程であるため、人

間社会は弁証法的発展形式に従って必然的に合理的な姿になるようになっていました。彼は

このような方式に従ってロシアに理性国家が実現すると信じていたのです。したがって結果的

に、非合理的な現実を必然の法則に任せて、傍観してもよいという立場になってしまったので

す。

　また自然を理念の他存形式として見る彼の自然観は一種の汎神論になっているのであり、

現実問題の解決はいっそう難しくなっています。そればかりでなく、それはたやすく無神論的

なヒューマニズムや唯物論に転換しえる素地をもっていました。さらに矛盾を発展の契機と見

ることによって、マルクス主義のような闘争理論を生じせしめる素地をもっていたのです。つまり、

ヘーゲルの哲学はプロシアの現実問題の解決に失敗したのであり、かえってマルクス主義の

ような無神論哲学を出現させる結果を招いてしまったのです。それは彼が神様をロゴスと見て、

創造を弁証法による自己発展であると見たところに原因があるのです。

　ショーペンハウアーの盲目的意志

　ショーペンハウアー（A.Schopenhauer,1783-1860）は、ヘーゲルの合理主義・理性主義に反

対して、世界の本質は非合理的なものであり、何の目的もなく盲目的に作用する意志であると

いい、それを「盲目的な生への意志」（Blinder Wille zum Leben）と呼びました。人間はこの盲

目的な意志によって左右されながら、ただひたすら生きるべく強いられているというのです。そ

のために人間は常に何かを求めながら、満足することなく生きているというのです。満足と幸福

はつかの間の経験にすぎず、真に存在するのは不満と苦痛であって、この世界は本質的に

「苦の世界」であるといったのです。

　このようなショーペンハウアーの観点から必然的に生じる思想が厭世主義（ペシミズム）でし

た。すなわち彼は芸術的観照や、宗教的禁欲生活によって、苦悩の世界から救いを試みまし

たが、それは現実問題の解決はおろか、かえって現実からの逃避の理論になってしまったの

です。

　ショーペンハウアーが現実問題の解決に失敗したのは、第一に、神様の創造と救いの摂理

の真の内容が分からなかったためであり、第二に、この世界が悪の支配する世界であることが

分からなかったためです。

　ニーチェの権力意志

　ショーペンハウアーが世界の本質は盲目的な生への意志であるといって、生に対して悲観

的態度を取ったのに対して、ニーチェ（F.Nietzsche,1848-1900）は世界の本質を「権力への意

志」（wille zum Macht）であるとして、徹底的に生を肯定する態度を取りました。ニーチェによれ

ば、世界の本質は盲目的な意志ではなく、強くなろう、支配したいという強力な意志、すなわち

権力への意志であるとしたのです。ニーチェは権力への意志を体現した理想像として「超人」

を立てて、人間は超人を目指して、生の苦痛に耐えながら、いかなる運命にも耐えていかなけ

ればならないと主張したのです。同時に彼は、「神様は死んだ」と宣言して、キリスト教を根本

的に否定しました。キリスト教道徳は強者を否定する奴隷道徳であって、生の本質に敵対する

ものと考えたのです。

　その結果、伝統的な価値観が全面的に否定されたのです。そればかりでなく、ニーチェの権

力意志の思想は、力による現実問題の解決へとつながりました。それでのちに、ヒトラーやムッ

ソリーニなどが、ニーチェの思想を権力維持のために利用することになったのです。つまり、

ニーチェも現実問題の解決に失敗したのです。

　ニーチェの失敗は、言うまでもなく、真の神様を否定したことにあります。彼が否定しなけれ

ばならなかった神様は、偽りの神様であって真の神様ではありませんでした。ところが彼が



知っていた神様は偽りの神様であって真の神様ではなかったにもかかわらず、彼は真の神様

までも否定してしまったのです。結局、彼は初めから失敗せざるをえなかったのです。

　マルクスの弁証法的唯物論

　マルクス（K.Marx,1818-83）は弁証法的唯物論の立場から、世界の本質は物質であり、事物

の中にある矛盾（対立物）の闘争によって世界は発展していると主張したのです。したがって

社会の変革は、宗教や正義の力によってではなく、階級闘争によって、暴力的に、物質的な

生産関係を変革することによってなされると主張したのです。弁証法的唯物論による革命理論

も、現実問題の解決の一つの方案でした。

　マルクスによれば、人間は支配階級か被支配階級のどちらかに属する階級的存在であると

されました。そして人間は、被支配階級であるプロレタリアートの側に立って革命に参加すると

きにのみ、人格的価値が認められるのです。そこには人格を絶対的なものとして尊重する価

値観はなかったのです。したがってマルクス主義の指導者は、革命において利用価値のない

人間、あるいは革命に反対する人間を何ら良心の呵責なく虐殺することができたのです。

　そして今日、マルクス主義に基づいた共産主義体制は、東ヨーロッパやソ連においてついに

崩壊してしまったのです。マルクスの弁証法的唯物論による革命理論も現実問題の解決に完

全に失敗したのです。その原因は、第一に真の神様を知らず無条件に神様を否定したためで

あり、第二に暴力は必ず暴力を生むという天理を無視して、暴力による革命を主張したためな

のです。

　統一思想の本体論

　以上見たように、宇宙の根源をいかに把握するのか、あるいは神様の属性をいかに理解す

るかによって、人間観、社会観、歴史観が変わり、それによって現実問題の解決の方法が変

わるのです。したがって正しい神観、正しい本体論を立てることによって、現実の人生問題、

社会問題、歴史問題を正しく、そして根本的に解決することができるという結論になるのです。

　統一思想の本体論すなわち原相論によれば、神様の最も核心的な属性は心情です。心情

を中心として、性相の内部で内的性相（知情意）と内的形状（観念、概念など）が授受作用を

行い、さらに性相と形状（質料）が授受作用を行っています。そのようにして神様は存在してい

るのです。

　しかるに従来の本体論では、理性が中心であったり、意志が中心であったり、概念が中心で

あったり、物質が中心であったりしました。そして精神または物質だけが実体であるという一元

論が現れたり、精神と物質が両方とも宇宙の実体であるという二元論が現れたのでした。統一

思想から見るとき、従来の本体論は神様の属性の実相を正しく把握しておらず、また属性相

互間の関係を正しくとらえることができなかったのです。

　統一思想の本体論によって、神様の創造の動機と目的、神様の属性の一つ一つの内容が

詳細に明らかにされ、属性の構造まで正確にまた具体的に紹介されることによって、現実問題

の根本的な解決の基準が確立されるようになったのです。今残されている問題は、世界の指

導者たちがそのことを理解し実践することなのです。


